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、

は

し

が

さ

　
お
よ
そ
近
世
に
お
け
る
封
建
的
農
村
経
済
の
特
徴
は
、
自
給

自
足
を
原
則
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
枇
封
建
制
が
再
編
成
さ

れ
、
そ
れ
を
安
定
せ
し
め
た
も
の
こ
そ
実
に
こ
の
自
給
自
足
的

な
農
村
経
済
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
封
建
政
権

が
常
に
最
大
の
関
心
を
は
ら
い
、
ヅ
て
の
基
本
的
政
策
と
し
た
も

の
は
常
に
こ
の
自
給
自
足
的
農
村
経
済
の
維
祷
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
故
、
農
民
が
商
人
に
な
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
商
人
が
農

村
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
、
極
力
商
晶
経
済
の
農
村
侵
入
を
防

ぎ
、
農
民
を
そ
の
最
低
生
活
に
緊
縛
し
て
貨
幣
経
済
か
ら
切
り

は
な
し
、
商
品
流
通
の
世
界
か
ら
孤
立
さ
せ
て
お
こ
う
と
努
力

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
農
具
、
肥
料
等
、
農

業
技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
必
然
的
に
交
換
経
済
が
発
達
し
、
自

給
経
済
は
変
質
崩
壌
の
途
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
加
え
る
に
注
戸

・
大
阪
・
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
都
市
の
発
達
、
全
国
的

な
交
通
の
発
達
は
、
当
時
進
展
せ
る
都
市
商
晶
、
貨
幣
経
済
を

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

し
て
急
遠
に
農
村
を
侵
蝕
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は

徳
川
申
期
以
後
に
お
い
て
著
し
い
。
し
か
し
て
商
晶
が
農
村
に

入
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
民
が
ま
た
商
品
を
生
産
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
年
貢
の
生
産
者
と
し
て
全
剰
余
を

捧
げ
て
来
た
農
民
が
今
や
自
分
自
身
の
た
め
に
物
を
生
産
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
農
民
は
叉
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
自
分
の
欲
す
る
物
を
自
由
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
商
晶
の
売
買
、
貨
幣
の

流
通
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
、
資
本
を
も
つ
機
会
を
つ
か
ん
だ
地

主
と
か
在
郷
商
人
の
中
に
は
、
酒
屋
、
油
屋
、
薬
屋
等
を
営

み
、
そ
の
商
業
経
営
に
よ
っ
て
蓄
積
し
得
た
商
業
資
本
を
巧
み

に
運
用
回
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
富
豪
階
層
に
転
化

し
、
或
も
の
は
土
地
を
集
中
し
て
寄
生
的
地
主
と
な
り
、
或

も
の
は
商
業
、
利
貸
経
営
で
も
っ
て
近
郷
諸
村
を
自
己
の
経
済

的
支
配
に
隷
属
せ
し
め
る
と
い
っ
た
捗
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
他
方
、
水
害
、
或
い
は
凶
作
、
或
い
は
不
幸
に
見
舞
わ

れ
、
加
う
る
に
貢
租
の
過
重
に
堪
え
か
ね
て
転
落
貧
窮
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
三
〇
三
）
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農
民
達
は
必
然
的
に
商
業
・
高
利
貸
資
本
の
制
圧
下
に
立
っ
て

坤
吟
せ
ざ
る
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
か
か
る
近
世
経
済
杜
会
の
趨
勢
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
交
化
及

び
商
業
の
中
心
で
あ
っ
た
京
阪
両
都
市
の
中
間
に
位
置
し
、
比

較
的
早
や
く
か
ら
貨
幣
経
済
に
接
触
し
て
、
近
世
経
済
社
会
の

先
進
地
帯
と
し
て
開
け
た
山
城
国
乙
訓
郡
西
岡
一
帯
の
在
郷
商

人
の
存
在
形
態
を
分
析
し
、
そ
の
致
富
の
要
因
が
奈
辺
に
あ
り

し
か
を
明
ら
か
に
し
、
封
建
杜
会
の
推
移
、
崩
壌
に
如
何
な
る

役
割
を
果
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
近
世

及
び
近
代
の
経
済
社
会
研
究
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
有
意
義
な
こ

と
と
信
ず
る
。
殊
に
京
阪
両
都
市
に
わ
け
る
、
公
家
、
武
家
、

町
人
階
級
の
経
済
生
活
の
分
析
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
の

研
究
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
襯
点
か
ら
、
在
郷
商
人
の

存
在
形
態
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
す
べ
て
の
面
に
亘
っ

て
取
り
上
げ
る
べ
き
が
至
当
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
ざ
る
所

で
あ
る
が
本
稿
に
わ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
在
郷
商
人
の
利
貸

形
態
」
　
（
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
第
二
晋
）
に
引
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
三
〇
四
）

て
、
　
「
質
屋
三
郎
兵
衛
」
の
在
郷
商
人
と
し
て
の
農
業
経
営
と

い
っ
た
部
面
の
み
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
経
営
の
実
態
を
明
ら

か
な
ら
し
め
、
所
期
の
目
的
を
果
し
た
い
と
思
う
次
第
で
あ

る
。

二
、
寄
生
地
主
的
土
地
集
中
形
態

　
凡
そ
地
主
的
経
営
に
四
つ
の
基
本
的
な
も
の
が
あ
る
と
思

う
。
そ
の
う
ち
の
三
つ
の
形
態
は
、
庄
司
吉
之
助
氏
が
其
の
著

「
明
治
維
新
の
経
済
構
造
」
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
如
く
、
Ｈ

は
富
農
的
経
営
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
自
家
労
働
力
と
他
人
労
働

力
と
を
以
て
経
営
し
、
そ
れ
以
上
の
土
地
を
も
っ
た
場
合
に
小

作
に
出
す
と
い
う
自
作
地
主
の
場
合
で
あ
る
。
Ｈ
は
経
営
と
土

地
の
集
積
を
同
時
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
営
の
仕

方
に
は
、
白
耕
地
は
一
部
分
の
み
で
鍬
頭
に
一
切
ま
か
す
と
い

う
よ
う
な
資
本
家
的
な
姿
さ
え
み
ら
れ
、
地
主
的
側
面
は
多
数

の
小
作
経
営
を
も
つ
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
二
側
面
を

も
っ
た
資
本
家
的
地
主
経
営
で
あ
る
。
臼
は
Ｈ
と
同
じ
く
白
－
家



労
働
と
他
人
労
働
と
を
も
っ
て
、
自
耕
地
か
ら
余
剰
を
得
て
い

る
が
、
む
し
ろ
商
業
高
利
貸
資
本
に
よ
り
土
地
の
集
積
を
は
か

り
、
小
作
料
に
依
存
す
る
と
い
う
寄
生
地
的
経
営
の
場
合
で
あ

る
。
私
は
こ
の
三
地
主
的
経
営
彩
態
に
今
一
つ
の
経
営
形
態
を

附
加
し
た
い
。
即
ち
同
は
Ｈ
と
自
と
の
組
合
さ
っ
た
も
の
で
あ

る
が
自
耕
地
の
経
営
は
全
く
他
人
労
働
に
よ
る
と
い
っ
た
形
態

で
あ
る
。
即
ち
自
耕
地
は
一
部
分
の
み
で
、
そ
れ
を
一
切
他
人

労
働
に
よ
っ
て
経
営
す
る
と
い
っ
た
資
本
家
的
彫
態
を
と
り
な

が
ら
、
し
か
も
商
業
高
利
貸
本
に
よ
り
土
地
の
集
積
を
は
か

り
、
多
数
の
小
作
経
営
を
行
っ
て
い
る
と
い
っ
た
か
た
ち
の
地

主
的
経
営
形
態
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
形
態
は
さ
き
に

の
べ
た
庄
司
氏
の
三
彩
態
の
不
足
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
地
主

的
経
営
に
は
こ
の
四
つ
の
形
態
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
質
屋
三
郎
兵
衛
家
」
の
場
合
、

質
屋
を
代
代
の
家
業
に
す
る
畿
内
在
郷
商
人
で
あ
り
、
質
屋
と

金
貸
業
の
経
営
（
拙
稿
「
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
第
二

号
、
近
世
在
郷
商
人
の
利
貸
形
態
」
参
照
さ
れ
た
い
。
）
に
よ
っ
て
蓄

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

積
し
た
商
業
・
高
利
貸
資
本
で
も
っ
て
土
地
の
集
積
を
は
か
り
、

こ
れ
が
土
地
経
営
の
面
に
わ
い
て
は
、
第
四
の
彩
態
を
と
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
お
も
う
に
中
世
末
期
、
酒
屋
土
倉
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
商

業
高
利
貸
資
本
の
牙
城
で
あ
っ
た
京
都
、
奈
良
を
中
心
と
す
る

畿
内
農
村
、
殊
に
土
一
撲
の
申
心
地
域
で
あ
る
西
の
岡
郷
に
属

す
る
乙
訓
郡
一
帯
は
封
建
的
訣
求
の
過
重
に
加
え
て
、
早
く
か

ら
高
利
貸
の
衡
蝕
を
蒙
り
、
地
主
は
多
数
の
隷
農
を
使
役
す
る

直
接
的
な
大
経
営
を
や
め
て
物
納
小
作
料
に
依
存
す
る
寄
生
的

地
主
と
な
る
も
．
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
窮
貧
の
零

紬
農
民
は
一
応
人
格
的
に
解
放
せ
ら
れ
、
地
主
の
土
地
を
耕
作

す
る
小
作
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
耕
地
は
必
然

的
に
零
細
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
だ
。
し
か
し
て
そ
れ
ら
の
小

作
人
は
独
立
の
生
計
と
経
営
を
も
つ
点
に
お
い
て
は
隷
農
と
区

別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
近
代
的
小
作
人
と
異
り

筒
多
分
に
地
主
に
よ
っ
て
有
形
無
彩
の
姿
で
束
縛
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
三
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
…
号
〉

　
か
か
る
事
情
の
西
の
丘
地
帯
に
お
け
る
在
郷
商
人
た
る
質
屋

三
郎
兵
衛
の
土
地
集
積
の
契
機
は
、
家
業
た
る
質
屋
業
及
び
金

貸
業
、
特
に
彼
の
不
動
産
質
に
よ
る
に
金
融
業
の
活
躍
で
あ
っ

て
、
概
し
て
い
え
ば
延
宝
以
降
長
期
に
わ
た
っ
て
除
寿
に
集
積

を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
此
の
時
代
の
土
地
集
中
は
土

地
価
格
に
よ
っ
て
表
立
っ
た
売
買
に
、
よ
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て

い
た
の
で
、
た
い
て
い
は
質
地
又
は
譲
地
・
流
地
等
の
名
称
と

彩
態
の
下
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
．
そ
し
て
そ
こ
で
は
封
建
的

規
制
た
る
封
建
的
土
地
所
有
が
否
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で

は
、
質
地
・
流
地
等
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
土
地
が
移
動

し
、
ま
た
土
地
集
申
を
結
果
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
拙
稿
「
近
世
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
木
に

つ
い
て
」
（
立
命
館
経
済
学
第
一
巻
、
第
五
、
六
号
）
に
お
い
て
解

明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
農
民
の
水
害
と
貞
租
の
訣
求
に
よ

る
経
済
的
破
綻
に
対
し
て
菜
種
等
の
立
毛
担
保
の
前
貸
、
或
は

利
貸
に
わ
け
る
土
地
抵
当
、
或
は
質
地
に
よ
る
流
地
等
が
主

因
に
な
っ
て
耕
地
の
喪
矢
と
集
中
が
行
わ
れ
る
３
と
い
っ
た
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
三
〇
六
）

が
此
の
地
帯
に
お
い
て
最
も
顕
著
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

お
よ
そ
農
民
が
貨
幣
を
必
要
と
し
た
時
に
は
、
唯
一
の
土
地

を
売
却
す
る
か
、
抵
当
と
す
る
か
、
質
地
と
す
る
か
、
或
は
米
．

麦
・
立
毛
等
を
担
保
と
す
る
か
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
売
る
こ
と
は
流
地
で
行
わ
れ
る
。
抵
当
や
書
入
れ
は
質
地

へ
の
移
行
を
も
示
す
。
質
地
は
流
地
へ
の
過
程
と
も
な
る
の
で

あ
る
。
そ
の
実
例
と
し
て
土
地
書
入
れ
の
証
交
を
あ
げ
る
と
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

一
、
合
金
弐
拾
三
両
也
　
　
　
　
利
足
月

　
右
之
金
子
我
等
無
拠
入
用
二
付
連
印
ヲ
以
借
用
申
処
実
証
明
白
也
尤

　
返
済
之
義
者
其
街
入
用
之
節
何
時
成
共
急
度
返
弁
可
申
候
則
為
引
巻

　
我
等
所
持

　
御
蔵
入
上
知
、
字
犬
川

　
　
　
一
、
上
田
四
畝
歩
　
　
高
五
斗
六
升
　
内
弐
斗
八
升
　
道
荒

　
　
同
所
、
字
沓
神

　
　
　
一
、
上
畑
　
壱
畝
廿
歩
　
　
　
　
高
壱
斗
四
升
壱
合

　
同
所
、
古
検
同
所



　
一
、
上
畑
　
壱
畝
五
歩
　
　
　
　
高
壱
斗
五
升
弐
合

　
一
、
連
印
之
者
家
屋
敷
家
財
諸
道
具
共
一
式

御
蔵
入
新
検
字
堀

　
一
、
上
畑
弐
畝
拾
八
歩

　
　
　
高
三
斗
三
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１

表
　
　
貸

付
価
奥
印
如
件

証
文

担
保

物
件

調

街
蔵
入
古
検
上
知
兼
帯

　
　
　
　
庄
屋
　
吉
左

衛
　
門
＠

　
　
　
　
内
壱
斗
三
升
五
合
定
別

　
右
之
通
書
入
置
候
間
万
一
遅
滞
二
相
成

　
候
ハ
バ
引
彗
之
品
早
速
売
払
代
金
ヲ
以

　
急
度
返
納
仕
其
元
殿
江
少
茂
御
損
相
掛

　
申
間
敷
侯

、
葛
後
日
之
借
用
証
文
仙
而
如
件

　
　
安
政
五
年
午
八
月

　
　
　
　
　
神
足
村

　
　
　
　
百
姓
　
　
長
右
　
衛
　
門
＠

　
　
　
　
伏
見
竹
固
口

　
　
　
　
　
　
　
藤
屋
源
次
郎
＠

　
　
　
　
同
鐘
木
町

　
　
　
　
　
　
　
質
　
屋
　
清
　
七
＠

　
油
屋
三
郎
兵
衛
殿

前
書
通
質
入
地
面
畝
高
少
茂
相
違
無
之
侯

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

年
代

証文数

担

保
　
　
　
　
物

件

武具

土地
家
、崖

敷

上納米

足夫米
家
財

道
嗅

作物

」
上納銀
貨
付

証
文

講銀
無
担
保
請人

貸
　
付
　
先
、
．
！
■

天
明
丁
一

文
化
丁

丁

武土

１

寺院

村

文
　
政

４

１

・
一

＾■

１

・
土
一
・

・
１
］
・

百姓１１

町人

天
保
ヱ

二

１
弘
化
二

嘉
永
二

１

』

安
　
政

土
工
上

２

　
　
二■

・
丁

丁

（
１
）

・
一

上

２
一

一
土
・

・
「

・
一・
丁

５
　
一

１

１
０

皿

２

文
　
久

２

１
、

．
１

１
　
　
　
１

元慶

治

１

応
５
　
１

…

香
計
一
４
９

１

（
備
考
（
　
）

の
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
一
　
１
　
　
．
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
一
１
、

一
３
　
一
一
－
　
　
一
　
　
上
　
－
　
一
　
　
一
５

．
　
ユ
　
．
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
－
■
－
ー
ド
ー
，
－
１
■
■
．
一
；
■
－

一
ｕ
、
一
・
、
一
〕
一
一
口
一
・
■
　
…
”
、
・
．
２
鍋
７

の
中
の
数
字
は
担
保
物
件
が
二
つ
以
上
あ
る
場
合
で
副
担
保
物
件
と
考
え
ら
れ
る
も

七
九
（
三
〇
七
）



　
　
　
　
■

立
命
経
済
第
三
巻
・
第
三
号

調
）
　
す
数
算
　
計
人
て
一

　
し
一

先
と
一

寸
－
名
ｆ
を
貸
れ
　
こ
と
は
一

方
地
一の付貸

、
計

市
古
，
下
岡
奉
印
藩
見
の
。

古
，
場
，
友
橋
海
淀
伏
，
方

　
川
馬
寺
，
，
奥
，
，
波
地

子
菱
，
明
崎
里
，
条
都
丹
諸

調
，
爪
四
山
上
寺
九
京
，
び

，
寺
桶
，
，
，
印
西
，
り
及

足
龍
，
因
野
里
海
，
泉
な
々

神
勝
川
開
植
今
下
寺
摂
い
村

合
一、
貸
；
村

村
一貸
一
名

院
一
寺
一

１７２

　
借
一
貸
■
名

額
貸
一
士
一

　
る
一
武
一

２８

金
互
　
貸
名

　
に
　
民
一
５
９

付
上
　
庶
一

　
以
一
、
合
朱

貸
干
額
如
鵠

表
畑
一
金
蝶
樽

２
一
、
ｆ
３
　
］

第
胴
∴
披
按

　
　
　
貸
地
式

　
　
　
　
一

　
　
　
代
一
９
現

　
　
　
年
一
化
月

　
　
　
　
　
文
■
正
■

９６３３５
５
８厘４分８匁

４
１４貫

３
８

、
グ
、

判
１
０

２６２
２
）

　
く
１
除
２
を
藩

－
淀
６
（
５

〃
年ｕ

１７２３
）上

３

同（
３６〃

年皿

０７２
’
４

）上

３

同
■
て１６〃年

１
３

７６１３
、
．
パ
上

３
同
（

０６〃年
１
４

３６１４
、上

２
同
（

６５〃年
１
５

Ｏ

［
‘

４２ー
プ上

３
同
（

］６厘４分２匁
７
２８貫

７
］

年
在
９
現
政
月
文
正

４７２３
）上

３

同

■
ｉ
（

６６厘５分５匁
７
４４貫

７
２

ジ
ｉ

判
１
０

７
７４６

）上

３

同（
４６厘９匁

０
４２貴

７
３〃

年
ー
ユ

４
同
－

　
－

厘
一

７
　
一

分
一８

匁
一
４
一

９
７
．

貫
１

７
１
１〃

年
１
２

；
■
１
一

２７２４、
プ上（

２６

　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
三
〇
八
）

　
右
の
例
は
土
地
を
書
入
れ
て
借
金
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
金
主
た
る
質
屋
三
郎
兵
街
か
ら
借
入
三
人

が
連
帯
で
借
金
し
、
そ
の
返
済
責
任
を
お
う
て
い

る
。　

か
く
し
て
返
済
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
土
地

に
つ
い
て
一
方
に
お
け
る
喪
失
と
他
方
に
お
け
る
集

中
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貸
付
金
は

ど
の
位
に
上
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
交
化
九
年
の

調
べ
で
は
、
金
合
六
拾
七
両
、
銀
合
三
十
三
貫
六
百
三

十
二
匁
二
分
、
合
計
銀
三
十
七
貫
九
百
四
十
匁
壱
分

弐
厘
で
、
百
姓
貸
五
十
九
名
（
延
九
十
五
名
）
村
貸
二

ヶ
村
に
上
り
、
自
村
（
神
足
村
町
方
１
－
上
．
中
．
下
町
、

在
方
）
を
は
じ
め
、
近
郷
九
ヶ
村
に
及
ん
で
い
る
。

　
第
ユ
表
は
天
明
年
度
よ
り
慶
応
に
至
る
約
九
十
年

間
に
亘
っ
て
残
存
す
る
貸
付
証
文
の
担
保
物
件
及
び

貸
付
先
を
表
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
は
こ
の
幾

十
倍
も
の
貸
付
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の



土
地
集
申
は
い
ろ
ん
な
形
態
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
２
表
に
よ
っ
て
貸
付
金
額
と
貸
付
人
数
、
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
彼
が
寄
生
的
地
主
と
し
て
の
土

地
集
中
は
、
金
貸
業
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
．

出
来
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
寛
政
九
年
に
お
け
る
「
所
持
田
畑
水
帳
」
　
（
已
十
月
改

之
）
に
よ
っ
て
も
彼
の
土
地
集
中
彩
態
が
利
貸
に
よ
る
。
譲
地
・

抵
当
・
質
地
・
流
地
等
が
そ
の
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば

　
す
ね
こ
き

　
　
一
、
上
々
固
　
五
畝
拾
八
歩
　
高
八
斗
五
升

　
同
　
　
所

　
　
一
、
上
々
固
　
六
畝
歩
　
　
　
高
九
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、

　
　
　
右
弐
枚
一
所
本
物
長
左
衛
門
分

　
　
　
　
　
　
　
宛
米
三
石
五
斗
　
作
人
勝
龍
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　
兵
　
　
衛

志
水
ノ
ロ
　
実
相
院
清
水
ノ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
一
、
上
固
八
畝
六
歩
！
　
本
物
　
平
兵
衛
分
、
作
人
下
町
平
兵
衛

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

　
　
　
　
高
壱
石
壱
斗
四
升
八
合

　
　
　
　
　
宛
米
壱
石
七
斗

　
桶
口
い
な
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
一
、
上
因
七
畝
弐
拾
七
歩
　
　
本
物
次
郎
左
衛
門
　
作
人
彌
助

　
　
　
高
壱
石
壱
斗
六
合

　
　
　
　
　
宛
米
　
壱
石
八
斗

の
如
き
は
何
れ
も
貸
付
金
に
よ
る
有
期
的
本
物
か
或
は
無
期
的

本
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て
質
屋
三
郎
兵
街
の
所
有
に
帰
し
た
町
地

を
再
び
小
作
に
出
し
て
経
営
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
３
表
は
、

寛
政
九
年
に
お
け
る
彼
の
所
持
固
畑
水
帳
を
統
計
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寛
政
度
す
で
に
彼
が
所
持
し
て
い
た
小

作
田
畑
の
筆
数
総
計
は
百
七
十
一
筆
、
十
町
三
反
九
畝
二
十
歩

に
も
上
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
の
う
ち
本
物
譲
渡
の
田
畑
が
五
十

六
筆
、
合
計
三
町
五
反
九
畝
二
十
三
歩
で
、
総
小
作
地
田
畑
面

積
の
三
十
四
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
劫
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
土
地
集
積
が
不
動
産
質
に
よ
る
金
貸
に

よ
っ
て
相
当
早
い
時
代
か
ら
進
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
流
地
に

よ
っ
て
彼
の
所
祷
田
畑
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
三
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
。
第
三
号
）

表
引
地
よ
畑
に
因
帳
作
水
Ｍ
畑
易
因
種
所
　
年
　
九
表
政
３
寛
第
（

燗田の渡譲物本 酉
す
位
対
合

閏
に
割

各
積
る

％

積面数筆

　
　
因
に
割

　
　
作
積
る

　
　
小
酉
す

類
持
総
畑
対
合

積面

　
６
　
３

歩
Ｏ
　
○
畝
０

反
３
一町

　
５％

　
ノ
　
８

歩
７
　
１
畝
３

阿
■

反
８
一

数筆

一
－

種田

０１
田々上

３●０

ム
’

２２９‘２２８２７●

〃
一
一

５
ｎ
凶

０９●６５４７閏

Ｏ●８２６０１■
（
ｏ

４８■０１９０２●１１９田

上
　
中

３■２
（
む

５２２●１２８■３７ユ９●３６因下
、
一
ゾ
、ナー■Ｏ９０１●１

．
因々下

４８１５００３１１０６ユ６０３６１
４
９

姐上

５■９５５

０
４

５●２６２■４０１３■４３１畑中
■
■
．ナ３●２４０１●２４畑下

シナー●０２１１●１畑々下

シナ５●Ｏ

ム
一

２４■４
．
剥
．屋

６４３３２９５３６５００１０２９３０

－
ｎ
ド
■１７１

、
許
一

△
二

も
の
で
あ
る
。

　
右
に
示
し
た
と
こ
ろ
は
、
質
地
に
よ
る
土
地
集
中
の
様
相
を

み
た
の
で
あ
る
。
勿
論
全
部
の
入
質
地
が
集
積
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
に
し
て
も
、
高
利
貸
地
主
の
下
に
土
地
が
集
中
さ
れ
、

土
地
な
き
貧
農
が
広
汎
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

無
御
座
、

利
分
の
方
〃
き
事
と
被
存
候
。
叉
借
銀
す
る
者
程
哀
む
べ
き
事

は
無
御
座
候
。
素
よ
り
不
足
仕
候
ゆ
へ
に
借
銀
致
し
候
上
に
、

一
割
半
叉
は
二
割
等
の
利
息
を
加
へ
返
済
仕
戻
事
、
如
何
に
し

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
．
　
　
、
　
　
、

て
出
来
可
申
哉
、
夫
故
に
所
持
の
家
財
．
山
林
叉
は
年
貢
安
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
三
一
〇
）

　
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
不
動
産
質
と
し
て

書
入
れ
し
め
た
田
畑
は
何
れ
も
負
担
の
軽
い
良
国
で
あ

っ
た
◎
即
ち
全
体
の
小
作
面
積
に
対
し
、
良
質
田
畑
の

小
作
地
面
積
の
割
合
は
、
上
々
田
、
八
．
四
％
、
上
田
、

五
十
四
・
七
％
、
上
畑
、
十
六
％
、
計
八
十
劣
が
こ
れ

に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
「
勧
農
策
」
に
「
在

方
一
統
困
窮
仕
候
内
に
、
問
に
は
豪
富
の
者
も
相
見
へ

候
。
是
は
如
何
に
し
て
富
有
に
相
成
－
候
ぞ
と
申
に
、
耕

作
計
に
て
身
上
仕
出
し
候
に
て
は
無
御
座
、
多
く
酒
．

油
・
店
商
・
質
屋
等
に
て
御
座
候
。
一
向
無
商
売
の
者

も
皆
金
貸
し
を
仕
り
、
其
利
息
を
取
て
手
前
よ
く
相
成

候
に
て
御
座
候
。
叉
は
金
貸
ほ
ど
利
分
の
よ
き
も
．
の
は

　
間
々
不
払
者
御
座
候
て
、
損
亡
ク
く
御
座
候
得
共
、



、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

田
畑
な
ど
は
此
借
銀
利
息
に
皆
銀
主
へ
取
ら
れ
侯
様
に
相
成
候

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
付
き
、
富
豪
の
者
の
取
持
仕
候
田
畑
は
年
貢
安
く
加
徳
御
座

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

候
田
地
に
て
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
全
く
そ
の
言
葉
通

り
の
姿
で
彼
は
寄
生
的
地
主
化
し
た
と
い
っ
た
と
し
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
し
か
し
て
以
上
の
如
き
寄
生
的
地
主
と
し
て
の
土
地
集
申
は
、

他
面
に
お
い
て
封
建
的
土
地
所
有
が
分
解
し
、
事
実
上
農
民
の

手
に
う
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛

政
九
年
の
「
前
揚
書
」
に
よ
れ
ば

　
馬
場
口一

、
上
畑

同
所

、
上
畑

小
畑

　
一
、

野
畑

　
一
、

弐
畝
歩

弐
畝
六
歩

上
畑
　
六
歩

高
弐
斗
五
升
、

宛
米
六
斗
九
升

定
納
壱
斗
九
升

　
高
弐
斗
八
升
六
合
、

宛
米
六
斗
弐
升

定
納
弐
斗
弐
升

高
二
升
六
合
、
定
納
弐
升
、

上
－
畑
壱
畝
拾
五
歩
　
高
壱
斗
九
升
五
合
、

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

宛
米
壱
斗

定
納
壱
斗
五
升

前
畑

　
一
、

南
所

　
一
、

同
所

　
一
、

上
畑
　
弐
拾
四
歩

上
畑

上
畑

弐
拾
壱
歩

壱
畝
拾
弐
歩

宛
米
五
斗

高
壱
斗
四
合
、

宛
米
弐
斗
八
升
定
納
八
升

高
壱
斗
壱
升
、
定
納
七
升
弐
合

宛
米
弐
斗
七
升
五
合

　
高
壱
斗
八
升
弐
合
、

宛
米
四
斗
三
升

定
納
壱
斗
四
升

　
○
Ｏ
池

　
　
一
、
上
畑
　
三
歩
　
高
壱
升
三
合
、
定
納
壱
升
、
宛
米
六
升

　
　
宛
米
合
弐
石
九
斗
五
升
五
合

　
　
　
　
定
納
合
八
斗
八
升
弐
合

　
　
引
残
弐
石
七
升
三
合
　
作
徳
也

　
　
　
　
此
代
銀
　
弐
貫
弐
百
五
拾
目
（
固
畑
買
得
価
格
）

　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
．
　
、
　
　
、
　
、

　
右
ハ
調
子
筑
後
守
殿
分
、
享
和
三
亥
年
よ
り
此
方
分
配

　
橋
詰

　
　
一
、
固
壱
反
歩
　
定
納
弐
斗
、
宛
米
壱
石
八
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
人
調
子
藤
兵
衛

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

右
ハ
調
子
源
吾
殿
分
代
銀
壱
貫
六
百
匁
、
享
和
三
亥
年
よ
り
此
方
分
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
三
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

と
あ
る
記
録
か
ら
享
和
度
既
に
土
地
の
表
示
価
格
に
よ
る
売
買

的
な
分
配
が
行
わ
れ
、
か
つ
そ
の
清
算
が
農
民
の
手
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
そ
の
所
有
権
が
農
民
の
手
に
う
っ
て
い
る
節
も
あ
っ

た
よ
う
で
、
こ
こ
に
封
建
的
土
地
所
有
の
分
解
と
変
質
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
、
小
作
料
の
高
額
性

注
戸
時
代
の
各
地
の
小
作
料
額
に
つ
い
て
は
村
明
紬
帳
の
類

に
そ
の
記
載
が
あ
り
、
戸
谷
氏
、
古
島
氏
な
ど
に
よ
っ
て
多
く

の
も
の
が
紹
介
せ
ら
れ
て
わ
り
、
殊
に
山
城
国
乙
訓
郡
久
我
村

に
つ
い
て
は
、
古
島
氏
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
高
額
性
が
そ
の
著

「
寄
生
地
主
制
の
生
成
と
展
開
」
に
お
い
て
「
本
村
の
小
作
料

の
最
大
の
特
質
は
こ
の
小
作
料
が
極
め
て
高
額
で
あ
る
こ
と
に

あ
る
・
小
面
積
の
貸
付
地
の
場
合
に
は
田
畑
共
に
反
当
六
、
七

石
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
そ
の
分
散
極
め
て
広
く
、
叉
後
に
み

る
よ
う
に
必
ず
し
も
貢
租
関
係
に
み
る
上
田
、
下
田
の
田
位
に

比
例
も
し
な
い
の
で
簡
単
に
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
三
一
二
）

江
戸
時
代
後
期
の
固
の
小
作
料
の
最
も
一
投
的
な
料
額
は
一
石

五
斗
乃
至
二
石
二
斗
の
間
に
あ
る
と
い
う
こ
ピ
が
で
き
る
。
」
と

述
べ
て
克
明
に
実
証
さ
れ
て
い
る
が
、
質
屋
三
郎
兵
衛
の
貸
付

地
の
場
合
も
全
く
同
様
で
、
高
額
小
作
料
の
上
に
吸
著
寄
生
し

て
い
た
事
は
明
ら
か
で
、
中
村
家
、
辻
家
の
場
合
と
同
様
の
形

態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
４
表
は
嘉
永
元
年
、
三
郎
兵
奮
貸
付
地
の
う
ち
、
自
村

（
神
足
村
）
の
み
の
反
当
小
作
料
額
別
分
布
の
状
況
を
一
筆
毎

に
反
当
換
算
し
て
表
示
し
、
こ
れ
を
古
岳
氏
著
「
寄
生
地
主
制

の
生
成
と
展
開
」
に
引
用
せ
る
天
保
三
年
申
村
氏
貸
付
地
及
び

天
明
四
年
以
後
慶
応
二
年
に
至
る
辻
氏
購
入
地
の
反
当
換
算
小

作
料
額
分
布
と
比
較
せ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
に
、
反
当
小
作

料
額
を
五
斗
刻
み
に
観
察
す
る
時
は
、
中
村
氏
、
辻
氏
の
場
合

は
共
に
一
石
五
斗
　
　
二
石
の
層
が
最
も
多
く
（
前
者
三
八
彩

後
者
三
六
劣
）
二
石
－
二
石
五
斗
が
之
に
次
い
で
い
る
。
、
（
両

者
共
に
二
四
％
）
と
こ
ろ
が
質
屋
三
郎
兵
衛
の
場
合
は
、
二
石

１
ｌ
二
石
五
斗
の
層
が
一
石
五
斗
－
二
石
の
層
と
等
し
く
、
更
牝



　
）
　
み
料
の
作
分
小
村
当
足
反
神
閏
ち
水
う
の
の
衛
帳
兵
紬
郎
明
三
地
屋
当
質
引
　
月
　
十
表
年
４
申
第
航
　
嘉
　
（

１
，
プ

天
年

蟻

氏
４
年

辻
明

、
奉

分

一
百

数
．

筆

村我
久
）
（
年
氏
３
村
保
中
天

二
判
」
分

百
’
数筆

地寸イ貸衛兵に
員三層質

．
率
．分百

数
一
筆

作
分ト

８●２１

，
２

６
一３

５●３２

７■０１

　
３

６
６
４
０
０
０
０

８
３
５
４
５
５
９
３
　
３
　
１
３
　
３
　
４
４
３

２
４
８
６
８
８
４
４
０
４
０
２
４
０
４
０
６
６
４
０
０
０
０

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

６
２
４
３
ム
４
７
２
０
２
０
１
２
０
２
０
３
３
２
０
０
０
０

６●６ 　
１
　
　
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
６

　
８
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
８

　
３
　
　
　
　
　
　
　
２

６
３
６
０
６
７
３

６
３
４
２
２
０
３

６
９
６
２
９
５
６
６
１
３
６
３
６
０
０
７
６
３
６
０
６
７
３

６
５
６
９
５
０
６
８
４
１
２
１
２
２
２
０
６
３
４
２
２
０
３

　
　
　
　
１

０
９
０
４
９
６
０
３
７
２
４
２
４
３
３
１
０
５
７
３
４
１
５

］
　
　
１
１
　
　
１
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

Ｏ 　
３
…
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
２

　
０
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
２

　
３
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
１

、
上
＼
．
－
Ｌ
，
Ｊ
｝ １
１
０
０
０
０

９
６
３
３
３
３
０

　
Ｏ
０
２
１
０
１
１
１
１
　
　
１
　
　
ー
ユ
ー
０
１
０
０

０
３
３
５
６
３
２
６
６
６
０
０
６
０
０
６
６
６
３
６
３
３
０

　
　
１
・
一
　
　
　
　
■
↓

０
１
１
５
２
ユ
４
２
２
２
０
０
２
０
０
２
２
２
１
２
１
１
０

羊
石
に
巨
に
仁
算
賃
巨
算
ト
巨
ト
ト
誌

戻
料
一

石
鶉
景
易
易
簑
祭
纂
読
篶
錦
肺
舳
上

　
１
ー
ユ
ユ
ー
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
４
４
５
５
６

Ｏ０１
４
７Ｏ０１２５１Ｏ０１３

ー
ド計

　
　
　
升

　
　
合
７

　
　
１
斗

合
　
升
３

９
　
　
６
石

升
　
斗
２

８
升
９
料

石
５
石
作

２
８
石
４
１
小

　
７
０
合
　
米
均

納
米
徳
平

上
作
引
巻

御
小
差
反

　
合
分

　
２
５

　
　
１

　
升
畝

　
２
　
５

　
斗
反

占
…
１
９

鎚
石
町

　
４
０
２

合数
合
合

点
高
別

　
　
反

二
石
五
斗
－
三
石
の
高
額
小
作
料
が
（
二
丁
二
劣
）
之
れ
に

次
ぎ
、
古
島
氏
が
畿
内
農
村
の
小
作
料
の
特
質
と
し
て
そ
の
極

め
て
高
額
な
る
例
と
し
て
引
用
し
た
久
我
村
の
申
村
・
辻
氏
の

両
氏
の
場
合
を
上
廻
わ
り
、
異
常
な
高
額
性
を
示
し
、
畿
内
的

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
涯
営

小
作
料
の
持
質
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
石
五
斗
－
二
石
五
斗
を
更
に
一

斗
刻
み
で
み
れ
ば
一
石
七
斗
－
一
石

八
斗
が
五
点
、
　
（
一
五
・
劣
、
二
石

－
二
石
一
斗
が
四
点
と
筆
数
が
多
い

こ
と
は
、
古
島
氏
所
説
の
如
く
神
足

村
を
中
心
と
す
る
西
の
岡
一
帯
に
お

い
て
も
、
久
我
村
地
帯
と
同
様
二
石

前
後
が
江
戸
時
代
最
も
普
通
の
小
作

料
額
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
で
き

る
の
で
あ
る
。
勿
論
第
４
表
に
示
す

と
こ
ろ
の
質
屋
三
郎
兵
衛
の
小
作
料

は
水
害
の
な
い
状
態
を
予
想
し
た
最
高
契
約
小
作
料
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
水
害
に
際
し
て
は
大
幅
な
減
免
が
貢
租
・
小

作
料
共
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
極
め

て
高
額
の
小
作
料
の
上
で
吸
著
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
三
ニ
ニ
）



　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
…
巻
・
第
…
号
）

る
、
そ
れ
は
、
彼
の
反
当
平
均
小
作
料
が
二
石
三
斗
七
升
（
久

我
村
で
は
一
石
七
斗
を
前
後
す
る
）
で
辻
氏
・
申
村
氏
の
場
合

よ
り
逢
か
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。庸事地耕の上以斗５石２料作仁

－

当反因水表５第

盛

■
』
戸米

－
徳
ヨ料作小

／

納上

高
、

石積面

当
料
　
作

唇
小

３●０１

１●４１

９●３ユ

Ｏ■４ユ

５●８ユ

３●２１

２●０１

２■４１

Ｏ■５１

１●１１

９●ーユ

０●２ユ
４
一

●

９

　
４
８
石
１
　
］

８５４●２

６２８■

８０４●１

６３８●

０４０●２

８８５
●２

４４１■１

２６２■２

９８

４
’

●

１

１５８
●

１

０７３
●１

３５９●ユ

　
ｏ
ｏ

石
２
一

００●３

５０■１

０８●１

０２●１

０６●２

０２
●

３

０７
●１

０５
●

３

０７●
４
一

０６●２

ＯＯ■２

０６●２

　
５
２
石
！

２４５●

４２２●

２９３■

２６３●

０６５■

２１６●

６５５０

８３２
■ユ

１１２●１

９４７●

０３６●

７４６●

　
６
０

石
一
３

歩
１
５
畝
３反

４７７●
ｉ

５１５●

０２３●
ｌ
０１２●

’

０６５●１００４
■

０２５■

６
一

２２●

００８■

Ｏ
，

２６●

４７８●０２８●

４９７●０２５●

○

ム
上

７●１８ユー
●

１

０３７●１０２５●１

０７０●１００９●

００９●５１７■

４２９●５２９●

　
１

　
７
一
石
５

５４●５

７５
●

４

０５●４

０３●４

０９■３

２７●３

０１●３

１０●３

０９●２

０９●２

６６■２

３６●２

　
更
に
彼
の
手
元
に
入
っ
て
来
た
小
料
米
を
貢
租
米
と
地
主
徳

米
に
分
け
て
見
る
と
き
、
貢
租
米
に
比
し
て
彼
の
取
分
た
る
地

主
徳
米
が
如
何
に
大
で
あ
っ
芹
か
は
約
三
町
歩
の
小
作
料
米
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
三
一
四
）

計
、
七
拾
石
五
升
の
う
ち
御
上
納
米
、
合
計
二
拾
八
石
八
升
九

合
、
地
主
徳
米
、
四
拾
壱
石
九
斗
六
升
壱
合
（
前
者
四
〇
劣
、

後
者
六
〇
％
）
の
割
合
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
次
に
小
作
料
額
の
特
に
高
額
な
場
合
の
理
由
を
考
え
る
た
め

反
当
小
作
料
二
石
五
斗
以
上
の
も
の
を
選
ん
で
観
察
す
る
と
第

５
表
の
示
す
十
三
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
表
で
明
ら
か
に
さ

れ
る
こ
と
は
第
一
に
、
徳
米
に
比
し
て
上
納
が
低
く
、
地
主
が

非
常
に
有
利
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
石
盛
に
低
い
も
の
が
多

く
端
数
の
出
る
も
の
の
多
い
こ
と
、
第
三
に
、
単
位
と
な
る
面

積
の
狭
い
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
大
体
一
筆
毎
の
面
積
は
一
石
五
斗
－
二
石
の
群
で
は
一
反
前

後
が
多
く
、
三
石
以
上
の
群
に
は
小
さ
い
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
等
の
水
田
は
、
水
稲
は
勿
論
麦
及
菜
種
等
の
裏

作
も
豊
か
に
収
穫
さ
れ
る
こ
と
の
保
証
さ
れ
た
所
謂
水
害
か
ら

も
早
害
か
ら
も
保
護
さ
れ
た
良
質
困
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
等
の
高
額
の
小
作
料
は
、
米
作
と
裏
作
の
両
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

負
担
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
質
屋
三
郎



兵
衛
が
、
小
作
料
平
均
反
当
二
石
三
斗
七
升
の
高
額
小
作
料
、

し
か
も
そ
の
十
分
の
六
は
自
己
の
徳
米
に
な
る
と
い
っ
た
良
田

を
神
足
村
の
み
で
三
町
歩
も
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
（
三
三
筆

の
う
ち
下
田
一
筆
、
二
筆
は
申
田
、
他
は
上
々
田
も
し
く
は
上

田
で
あ
る
）
彼
が
畿
内
的
な
在
郷
商
人
と
し
て
、
そ
の
商
業
．

高
利
貸
資
本
家
と
し
て
の
特
質
を
家
業
た
る
質
屋
営
業
に
お
い

て
遺
憾
な
く
発
揮
し
な
が
ら
、
側
面
で
は
寄
生
地
主
と
し
て
の

性
格
を
極
め
て
濃
厚
に
打
ち
出
し
、
畿
内
小
作
料
の
特
質
と
し

て
の
高
額
性
の
上
に
吸
著
し
、
致
富
蓄
財
の
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ

の
で
あ
る
。

　
次
に
か
か
る
小
作
料
と
田
位
の
関
係
を
分
析
し
、
そ
の
高
額

小
作
料
収
奪
の
経
営
法
及
び
そ
の
維
持
策
に
つ
い
て
究
明
す
る

こ
と
に
す
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
神
足
村
で
も
地
主
が
小
作
人
よ
り
受
取
る
も

の
は
宛
米
叉
は
小
作
料
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
之
は
貢
租
と
地
主

取
分
を
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
作
料
は
平
均
二
石
三
斗

七
升
と
い
う
驚
く
べ
き
高
額
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
主
体
で
あ

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

り
、
実
質
的
な
収
入
と
な
，
る
地
主
徳
米
（
但
し
上
納
米
の
外
に
貨

幣
納
も
地
主
は
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
後
で
述
べ
る
こ
と
に

す
る
）
の
量
は
第
６
表
の
辻
簑
輔
、
×
］
ｏ
◎
に
よ
っ
て
明
ら
か
な

如
く
、
田
位
の
上
々
・
上
・
申
・
下
と
は
逆
の
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
が
出
来
る
。
之
は
領
主
別
の
課
税
率
の
高
下
も
反
映

し
て
変
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
体
に
お
い
地
味
の
上
下

と
地
主
作
徳
米
の
取
得
量
は
反
対
で
、
上
友
田
の
う
ち
貢
租
の

高
い
も
の
が
地
主
作
徳
米
が
最
小
と
な
っ
て
い
る
。
下
田
程
地

主
徳
米
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
判
る
。
地
主
に
と
っ
て

は
、
領
主
の
課
税
率
が
少
な
い
小
作
田
地
程
有
利
と
な
る
よ
う

な
小
作
地
の
経
営
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
担
い
小

作
」
と
称
呼
せ
る
経
営
方
法
で
、
小
作
人
に
有
利
な
上
田
と
不

利
な
下
田
と
を
組
合
せ
て
貸
付
け
る
方
法
を
と
り
、
下
田
（
水

害
地
）
の
小
作
経
営
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
共
に
、
下
田
で
あ

る
上
に
水
害
等
で
貢
租
が
低
い
に
も
拘
わ
ら
ず
高
額
の
小
作
料

で
貸
付
け
、
割
高
の
作
徳
米
を
収
納
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ

の
村
の
例
に
あ
っ
て
は
水
害
の
度
毎
に
地
主
層
で
あ
る
村
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
三
一
五
）
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が
検
見
を
願
い
出
て
、
貢
租
の
引
き
下
げ
の
た
め
に
努
力
を
つ

づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
領
主
へ
の
上
納
米
は
一
定
量
を
最
高

に
し
て
、
毎
年
そ
の
枠
内
で
上
下
し
て
変
動
し
た
と
考
え
ら

分取主地口易類種地土表６第
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手±Ｌ考備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爪
八
（
三
一
六
）

　
　
　
る
。
そ
の
た
め
、
収
穫
米
と
上
納
米
の
差
額
に
お
け
る
増
加
分

　
　
　
は
地
主
か
小
作
人
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場

　
　
　
合
の
利
益
は
恐
ら
く
地
主
が
多
く
を
占
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
る
。
何
故
な
ら
ば
上
納
米
の
減
少
に
比
例
し
て
小
作
料
を

　
○
　
る
　
よ
　
　
　
減
じ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
に
　
劃
　
　
　
　
第
７
表
は
彼
の
小
作
米
量
が
如
何
程
あ
っ
た
か
を
「
田

　
文
　
蔵
　
　
　
畑
宛
米
名
寄
帳
」
の
集
計
に
よ
っ
で
、
明
ら
か
に
せ
る
も
の

　
所
漱
　
で
あ
る
。
即
ち
延
享
三
年
一
一
七
四
六
一
吉
、
嘉
永
元

　
岡
　
。

　
（
る
　
年
（
一
八
四
八
）
ま
で
約
百
年
余
の
申
か
ら
十
四
例
を
と

　
帳
あ

　
醐
脈
　
り
、
そ
の
搦
要
を
表
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
彼
が

　
地
も

　
田
の
　
収
納
し
た
小
作
米
の
分
量
は
お
よ
そ
百
三
十
石
前
後
で
、

　
巻
村

　
引
足
　
　
こ
れ
に
手
作
米
を
加
え
て
百
四
五
十
石
に
の
ぽ
っ
た
も
の

　
月
神

　
十
も

　
年
れ
　
　
の
よ
う
で
あ
る
。

　
申
何

　
元
は
　
　
手
作
米
の
収
穫
高
が
激
し
く
変
動
し
て
い
る
の
は
小
作

　
永
地
。
嘉
困
　
　
地
の
増
減
（
貸
付
・
回
収
・
小
作
人
よ
り
の
返
還
等
に
も
と
ず

る
２
一
３
一

　
　
　
　
い
て
起
る
）
に
よ
る
た
め
で
、
一
方
で
寄
生
地
主
化
す
る
が
、

　
　
　
　
他
方
で
は
或
る
程
度
の
田
畑
は
手
作
り
に
よ
る
自
家
経
営
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・
第
三
号
）

を
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
手
作
り
経

営
は
多
く
の
安
価
な
雇
傭
労
働
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
小
作
人
数
は
七
十
余
人
を
数
え
、
か
つ
数
１
ヶ
村
に
亘
っ
て

い
る
事
は
、
彼
の
小
作
地
が
数
ヶ
村
に
亘
っ
て
散
在
し
て
い
る

こ
と
、
叉
同
時
に
、
彼
の
手
広
く
行
っ
て
い
た
家
業
と
し
て
の

質
屋
業
、
金
貸
業
、
殊
に
不
動
産
質
に
よ
る
金
融
業
の
盛
ん
な

活
躍
を
う
ら
ず
け
る
証
拠
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
こ
の
寄
生
的
地
主
と
し
て
彼
が
収
納
せ
る
小
作
料
米
に

対
す
る
貢
租
及
び
諾
割
引
、
諾
経
費
及
び
そ
れ
ら
を
差
引
い
た

残
高
即
ち
作
徳
高
を
み
る
に
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

〔
例
一
〕
延
享
三
年
度

　
宛
米
百
三
拾
六
石
八
升

　
　
　
　
内

　
　
弐
石
弐
斗
四
升
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
手
作
畝
引

　
　
六
斗
九
升
二
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
作
畝
引

　
　
四
斗
四
升
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
　
　
進

　
○
〆
三
石
三
斗
八
升
弐
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
郎
兵
衛
、
四
郎
兵
衛
、
惣
次
郎
、
作

　
〇
五
斗
三
合
．
　
　
　
　
　
次
郎
・
山
年
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
…
一
八
）

〇
九
拾
壱
石
九
升
四
合
　
　
銀
・
米
　
御
年
貢

　
弐
拾
九
匁
五
分
　
　
　
　
川
固
志
り
、
敷
野
伴
弐

　
三
拾
九
匁
六
分
　
　
　
　
と
う
が
内
砂
取
払
代
　
一

　
〆
六
拾
九
匁
壱
分
　
　
　
六
十
三
匁
が
へ

○
此
米
壱
石
九
升
七
合

　
米
合
九
拾
六
石
八
斗
八
升
六
合

引
残
三
拾
九
石
壱
斗
九
升
三
合
過

　
　
外
二
叉

拾
弐
匁

四
拾
四
匁
三
分
七
厘

弐
拾
弐
匁
四
厘

七
匁
三
分

弐
百
三
拾
匁

、
上
け
○
○
分

二
貫
文

本
物
利
銀

箏
三
貫
百
二
十
五
文

竹
皮
壱
貴
六
百
九
十
弐
匁

竹
校
九
拾
把

竹
百
拾
四
束

　
　
銀
合
三
百
拾
七
匁
七
分

　
　
此
米
五
石
四
升
三
合

弐
口
米
合
四
拾
四
石
弐
斗
三
升
四
合
　
　
作
徳

　
　
　
右
寅
年
作
徳
算
用
卯
正
月
六
日
記
す

〔
例
二
〕
宝
暦
四
年
度

手
作
下
作
共
合
計
　
百
三
拾
石
宅
斗
宅
合

　
　
　
内

　
拾
六
石
三
斗
弐
升
弐
合
　
　
　
　
角
二
成
ル



　
壱
石
七
斗
八
升
八
合
五
勺

引
残
　
百
拾
壱
石
九
斗
九
升
五
勺

外
へ
串
す
年
貢

一
、
壱
斗
七
升
三
合

一
、
壱
斗

一
、
三
斗

一
、
五
升

一
、
七
石
六
斗
弐
升
九
合

一
、
百
拾
匁
九
分
弐
厘

一
、
五
石
弐
斗
一
升
壱
合

一
、
八
拾
壱
匁
七
分
壱
厘

一
、
拾
石
弐
斗
弐
升
五
合

一
、
百
七
拾
三
匁
九
分
弐
厘

一
、
六
石
五
斗
四
升

一
、
三
拾
七
匁
七
分
七
厘

一
、
四
石
七
斗
三
升
弐
合

一
、
三
拾
六
匁
壱
分
弐
厘

一
、
八
石
九
斗
壱
升
五
合

一
、
百
五
拾
六
匁

一
、
三
石
四
斗
七
升
七
合

一
、
七
拾
弐
匁
三
分
七
厘

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

未
　
　
進

六
郎
兵
衛

作
次
郎

彌
兵
衛

新
検
惣
作

新
検
米
方

同
　
銀
方

古
検
米
方

同
　
銀
方

上
知
米
方

同
　
銀
方

乙
訓
寺
米
方

同
　
銀
方

実
相
院
米
方

同
　
銀
方

古
市
新
検
米
方

同
　
銀
方

古
市
上
知
米
方

同
　
銀
方

一
、
四
石
四
斗
七
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
般
舟
院
米
方

一
、
弐
拾
弐
匁
六
分
八
厘
　
　
　
　
　
　
同
　
銀
方

一
、
八
斗
八
升
弐
合
　
　
　
　
　
　
　
大
原
野
米
方

一
、
四
匁
七
分
壱
厘
　
　
　
　
同
銀
方

一
、
八
匁
六
分
五
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
欠
取
新
検
分

一
、
八
匁
壱
分
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
欠
取
古
検
分

一
、
拾
弐
匁
四
分
四
厘
　
　
　
　
　
　
　
酉
欠
取
上
細
分

○
米
方
　
〆
五
拾
弐
石
八
斗
七
升
五
合

　
神
足
銀
四
百
〆
七
拾
四
匁
六
分
五
厘

　
五
拾
弐
匁
が
へ
　
神
足
村
相
場
也

○
此
米
九
石
壱
斗
弐
升
八
合

　
古
市
銀
〆
弐
百
五
拾
匁
七
分
七
厘

　
五
拾
三
匁
が
へ
　
古
市
村
相
場
也

○
此
米
四
石
八
斗
弐
升
六
合

米
三
口
〆
六
拾
六
石
八
斗
弐
升
九
合

引
残
四
拾
五
石
壱
斗
六
升
壱
合
五
勺

　
　
　
叉

　
　
弐
斗
五
合
　
　
　
　
乙
訓
寺
分
酉
年
下
免

　
　
七
拾
匁
　
　
　
　
　
三
株
分
　
酉
年
免

　
五
拾
弐
匁
が
へ
　
村
相
庭
也

惣
米
〆
四
拾
六
石
七
斗
壱
升
三
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
…
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
…
巻
・
第
三
号
）

　
右
者
宝
暦
四
戊
年
地
方
算
用

　
亥
年
正
月
十
七
目
二
改
之
也

　
例
一
、
二
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
延
享
三
年
の
小

作
米
三
十
六
石
八
升
及
び
宝
暦
四
牢
の
手
作
米
．
下
作

米
合
計
百
三
十
余
石
の
収
納
米
は
、
貢
租
（
銀
租
．
米

租
一
を
始
め
其
の
他
の
麓
米
を
差
引
い
て
套
純
作
鯖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

徳
米
と
し
て
四
十
数
石
以
上
の
米
穀
が
残
っ
て
い
る
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

で
あ
る
。
大
体
小
作
米
の
三
・
秀
至
四
〇
奈
残
る
賄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

こ
と
に
な
る
。
彼
の
農
業
経
営
に
お
け
る
蓄
積
資
本
の
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対

お
よ
そ
の
額
が
こ
れ
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

る
。
更
に
彼
の
貢
納
先
が
、
新
検
・
古
検
・
上
知
．
下

（
神
足
村
及
び
古
市
村
）
乙
訓
寺
・
実
相
院
・
般
舟
院
と
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

分
散
し
て
お
り
、
し
か
も
現
物
米
納
の
外
に
相
当
額
の

貨
幣
銀
納
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
地
方
一
帯

の
農
村
が
貨
幣
経
済
、
商
品
流
通
経
済
の
中
に
深
く
入

り
込
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
第
８
表
は
下
作
米
の
合
計
高
と
年
貢
と
の
比
較

九
二
（
…
二
〇
）

引差

米徳作

貢年

計合貢年艮金貢年米

　
計
計　
合
合
　
　
他
米
　
　
莫
納収
汚

　
一
下
合

合升斗石合升斗肩

７４０■０５

４
－

９２■０９

合升斗石

４９３
９
０

の
一
６
９
頂
米
２

米
計
一

合
．
１
１
－

耳
３
４

蒋
０
・

　
皿

分
’
「
．
□
ｒ

聾
鳩

甲
此
１

．
船
卿

、
二

石

回
刀
　
＼

×
●７

Ｂ年四享延

５７４●８４１
９
０

９
一７

テニ

搬
羨

難
灘
謬
鍵８７６

●１６６７３
●

８２１６７３
●

８２１年二延寛

３８１
●

１４２００●３８

　
テ
ー
．
シ
合

厘
箒
榔
鵠
腋
鶴
卿
麟

６４０●６６５８１
■４２ユ

　
４
　
１
　
９
　
３

．
．
１
一
山
ｉ
…

　
７
　
２

．
　
０

　
２
　
１

年
ご
．

一
延箆

８
）

８
１
米
ム

４
一
作
含

５
手
ヲ

　
。
（

７２９●８７

　
テ
　
シ
合
　
　
合

猛
テ
沸

８
２
ガ
斗
１
２
シ
斗

監
野
為

　
場
ー
　
ガ

銀
相
米
銀
匁
米

新
村
此
古
５
６
此

３９８●２６５４７●３３１閉
靱

２
・
作

１
２
手
下

（

年四延寛

６
）

巧
米
ム

７
．
作
合

５
手
ヲ

（

２
…

２３
●０９

６
９
釘
紺

竺
新
為

　
ガ
　
　
ガ

銀
匁
米
銀
匁
米

新
４
６
此
古
４
６
此

１
９
０

９
一６８７

五
’

７４１８
）
■

４
７
米
ム

７
．
作
合

ｕ
手
ヲ

　
一
で
へ
■

．
宰

二暦宝

８
）

６
９
米
ム

乃
作
合

５
２
手
ヲ

（
８９０１●９７

　
勺
　
２
　
合
　
ー

　
テ
升

　
シ
９

５
　
斗

６
二
３

５
・
へ
石

７
３
ガ
ー
８

　
匁
米

銀
４
０
此８１７

●０６９７７Ｌ３１９７７

　
１
　
Ｂ
．
．
年

　
三
　
暦
　
宝



遺

専

ト
々
田

　
、

　
、

ト
　
田

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

　
、

ミ、ミミ

廿

弐

サ
つ
ｄ
亭
■

丁
二一
卦
二

一
淋
灯
ｃ
ｃ
一

　
　
…
半

享
÷

　
　
　
　
－

諌
崇
寸
口
」

　
　
　
　
■

．
空
｝
胃
一

一
　
　
　
　
　
一

一
〉
糠
罰
一

　
　
　
　
■

一
叫
首
〔
ダ

目
　
満

河
菖
蒔

Ｈ
一
ご
ｏ
◎

］
一
〇
、
ｏ
Ｈ

一
〇
〇
農

．
竃
ｏ

．
ｏ
ｏ
～
ｏ

諏
ｅ
搬

　
＼
ケ

　
画
－
聾
巷
ｅ
」
喬
華
ｅ
料
轡

市
ｉ
章
ベ
ト
茸
＊
十
巷
肘
静
＊
）
湊
９
ー
シ

奇
　
＞

嚢
誓
葦
べ
聾
奏
糸
弩
幸
．
請
汽
幕
、
鳶
増

一
３
挙
一
」
　
　
　
暮
津
一
，

；
ｏ
　
モ
胃
　
　
　
　
　
　
Ｈ
．
…

　
　
　
奇
畑
譜
一
．

一
年
も
竺

ド
８
．

讐
ｇ

；
二
．

一
〇
〇
８

．
ｏ
ｏ
べ

　
戻
胃

．
》
誓
廊
識

号
耳
｛
畑
勘

丑
卑
奇
淋
識

ゴ
÷
羊

Ｈ
．
８
一
画
　
一
一

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
．
ざ
一
国

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
一
　
　
　
　
一

Ｈ
一
留
一
慧
爵
蟄
與

　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
一
民
胃

簑
ｏ
ふ
柵
轟
．

画
　
簑
、
国

画
　
　
量
◎
■
画
　
．
、
ｇ
ｏ

　
　
　
　
主
も
竺
量

］
』
ｓ
．

］
一
◎
ｏ
◎

．
り
８
一

一
菖
半
王
．
§
一

叫
首
〔
ヅ

一
計
蛤
ヂ

　
　
↓

．
べ
Ｎ
ト
’

．
竃
ｉ
一

　
　
潮
決
斗
舟

　
　
巷
叶
譜
＊

ホ
阜
ヂ
．
ホ
．
÷
掌

ｃ
〇
一
弩
一
ト
ｏ
』
ｏ
ｏ
卜
ｏ

岨
〕
ｑ
、

予
胃
汁
胃
誓

　
　
一
｝
奇
口

　
　
事
齢
甘
茸

ド
８
斥
卦
彗
』

’
．
三
欝
笠
■

－
．
ざ

Ｈ
．
ｏ
◎
ｏ

　
回
　
画

　
画

　
画

茸

覇
加
識

　
画

ｃ
◎
』
ｏ

　
　
　
一
↓
＼
胃

Ｈ
．
昌
Ｌ

　
　
　
　
糸
畑
識

　
　
　
、
茸

Ｈ
一
的
蜆

　
　
　
湘
畑
酵

、
…
：
「
、
茸
、
，

Ｈ
．
ｇ
一

　
　
　
・
＞
湘
轟

　
　
　
　
ト
胃

Ｈ
．
蜆
｝

　
　
　
謙
畑
載

．
Ｈ
．
三
ト
冨
豊

　
　
　
　
蔑
三

二
〇
版
叶
薬
Ｊ

ト
青
》
湘
識

１

ニニニ

．
ｏ
錆

．
亀
ｏ

Ｈ
一
ざ
一

　
　
■

　
　
■

Ｈ
．
ｏ
。
平

Ｈ
．
べ
０

Ｈ
．
ｏ
ｏ
ｏ

１
１
旬

　
国
　
画

ト
ｏ
．
ｏ
ｏ

巳
ｏ
』
ｏ

叫
嵜
茸

謙
点
識

↓
昂
舟
甘
妥

簑
〇
一

　
　
課
譲
糾
茸

Ｈ
一
〇
〇

　
　
侮
酎
識
３

　
　
．
謂
講
俳
茸

二
９
麹
今

Ｈ
．
ｏ
蜆
茸
琳
＞
一

　
　
茸

ド
ｏ
◎

　
　
一
湘
お
識
一

ｃ
〇
一
Ｎ
０

メ
－
４
噛
－

画

－
一
〇
〇
〇

ド
ｏ
き

、
ｏ
』
ｏ
ｏ
紅

ｉ
；
一

一
；
一
一

工
；
◎
一

　
　
－

　
　
一
　
号
胃

Ｈ
．
ｏ
◎
〇
一

　
　
一
沸
畑
識
一

－
．
ｏ
ｏ
甲

］
．
ｏ
ｏ
．

Ｈ
．
さ

、
一
よ
．
一

－
』
ｏ

－
一
〇
〇
．

二二
＝

画
　
一

画

＝

Ｈ
．
ｏ
ｏ

メ
温
．
一

；
三
Ｈ
』
三

Ｈ
．
８
一

Ｈ
．
ｏ
ｏ
◎
一

　
国
↓
＼
胃
一

汁
　
窪
一

■
。
・
－
＞
畑
識
ユ

一
與

画

１

一 メ
轟
　
一

　
　
　
■

Ｈ
．
べ
ｅ

；
三

Ｈ
』
〇
一

↓
胃

蝋
い
召

　
画
　
団

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

滋
｝
口
一
　
．
べ
い
べ
一

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
白
二

　
　
　
　
　
．
冒
蜆
一
．

　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
一
　
一
１
］
胃
．
一

　
　
　
　
Ｈ
．
蜆
～
ｏ

Ｈ
一
〇
〇
〇

、
　
丁
吾
巴

｛↓

田
一

田
一

蓑
鵡
、
紗
湘
麺

－
．
冨
一

訓
温

画
　
　
　
Ｈ
．
ｏ
ｏ
ｏ

団
一
メ
語

団国

二
〇
母

　
　
　
一
湘
卦
識
３

　
　
　
Ｌ

メ
温
　
一
　
ー

メ
語
　
　
　
ー

メ
温
一
　
－

訓
温
　
　
　
１

一 Ｈ
一
〇
〇
ｍ

Ｈ
．
さ
．

－
一

メ
轟

　
Ｈ
一
〇
〇
〇

　
Ｈ
．
。
・
二

　
Ｈ
一
ｃ
◎
ｏ

　
Ｈ
一
さ

　
　
　
二

　
Ｈ
一
〇
◎
蜆
一

　
ニ
ニ

ベ
巽
閉
愉
汀

ｑ
ｄ
Ｎ
一
８

　
　
　
１

　
ト
ベ
ｃ

Ｈ
』
ｏ
ｏ

．
ｓ
Ｎ

．
り
８

．
ｓ
〇

一
ｓ
ｏ

一
胃
ｏ
ｏ

一
り
Ｈ
ｏ
〇

一
蜆
○
ｏ
ｃ
ｏ

Ｈ
一
◎
轟

－
一
〇
〇
葛

一
〇
〇
～
ｏ

－
一
竃
ｃ

簑
ｊ
國

メ
蟹

巳
９
．
お
り

近
世
在
郷
商
八
の
農
範
経
営

九
…
（
…
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

及
び
そ
の
差
引
残
高
と
し
て
の
作
徳
米
高
に
つ
い
て
延
享
・
寛

延
・
宝
暦
時
代
の
お
よ
そ
の
程
度
を
推
測
す
る
た
め
に
表
示
せ

る
も
の
で
あ
る
。
前
揚
の
第
７
秦
と
照
合
す
る
な
ら
ば
幕
末
に

至
る
ま
で
の
彼
の
寄
生
地
主
的
農
業
経
営
に
お
け
る
規
模
の
大

き
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
９
表
は
同
一
耕
地
の
小
作
料
の
変
動
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
十
八
例
の
う
ち
、
小
作
料
の
変
動
し
な
い
も
の
が
、
四
筆
、

残
り
十
六
筆
は
嘉
永
元
年
に
至
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
最
も
甚

だ
し
い
の
は
「
小
字
開
田
の
上
夫
田
一
反
一
畝
十
八
歩
が
一
石

六
斗
か
ら
一
躍
三
石
五
斗
と
二
倍
強
の
小
作
料
に
増
加
し
て
い

る
。
生
産
力
の
上
昇
の
反
面
、
小
作
人
は
宛
米
の
増
加
に
よ
る

収
奪
に
あ
っ
て
、
全
く
余
裕
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
彼
等
の
頼
み
は
冬
作
の
麦
、
菜
種
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
米
作
の
殆
ん
ど
全
部
は
小
作
料
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

四
、
手
作
り
の
経
営
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
三
二
二
）

　
以
上
、
質
屋
三
郎
兵
衛
家
の
在
郷
商
人
と
し
て
の
小
作
地
経

営
の
解
明
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
彼
の
手
作
り
に
お
け

る
農
業
経
営
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
お
よ

そ
手
作
り
経
営
は
、
小
作
人
か
ら
の
小
作
地
の
返
還
、
宛
米
未

進
に
よ
る
小
作
地
の
引
上
げ
、
質
地
の
取
得
、
或
は
買
得
等
に

よ
っ
て
如
何
に
寄
生
町
地
主
で
あ
っ
て
も
、
或
る
程
度
か
か
る

農
地
の
手
作
り
経
営
は
避
け
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
場

合
は
単
に
そ
の
よ
う
な
手
作
り
経
営
だ
け
で
は
な
ぐ
、
他
人
労

力
の
使
用
に
よ
っ
て
、
手
広
く
手
作
り
経
営
を
行
い
、
資
本
家

的
経
賞
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
経
営
規
模
は
交
化
十
年
度
の
「
諸
事
附
込
帳
」
に
よ
る
と
水

田
作
付
面
積
と
し
て
壱
町
五
反
五
畝
の
田
植
が
行
わ
れ
、
玄
米

弐
拾
四
石
七
斗
と
外
に
餅
米
壱
石
七
斗
合
計
三
拾
六
石
四
斗
、

反
当
収
穫
平
均
壱
石
七
斗
三
合
余
の
手
作
米
が
生
産
さ
れ
て
い

る
。
更
に
文
化
十
一
年
は
水
田
作
付
面
積
弍
町
壱
反
一
畝
弐
拾

歩
、
弘
化
三
年
度
の
「
農
事
録
」
に
よ
る
と
、
水
田
作
付
面
積

弐
町
壱
反
壱
畝
弐
拾
歩
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
の



手
作
り
水
田
面
積
は
二
町
前
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
Ａ
、
水
田
経
営
の
実
態

　
ま
ず
、
稲
作
に
お
け
る
水
田
経
営
の
実
態
に
っ
い
て
ど
う
か
。

そ
の
資
料
に
欠
く
る
が
、
晶
種
・
種
子
量
・
草
取
．
稲
刈
．
労

働
力
等
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

１
、
晶
種

　
文
化
九
年
度
「
農
業
覚
書
」
に
よ
る
と
水
田
壱
町
九
反
壱
畝

弐
拾
歩
の
作
付
が
行
わ
れ
て
い
る
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
夏
作
之
覚
（
文
化
九
年
度
農
業
覚
書
に
よ
る
）

圃

場

名

－晶

種

一
、
す
じ
か
い
、
よ
こ
や
ま
東
半
分

自

－
－
Ｊ

一
、
大
は
り

新

白 －
－
Ｊ

’

●

一
、
森
卒

餅

一
、
た
ん
だ

十

すプ
‘

↓
、
か
わ
た
、
よ
こ
山
酉
半
分
、
柴
本

万ま
言

、
し

一
、
会
の
下
の
前
、
と
り
ど
り
、
尻
敷
苗
代

中

よ

し

上
■

一
、
六
の
坪
、
下
五
の
坪
東

七

ふ

く

一
、
五
の
坪
西
、
暮
角
、
柳
井
田
、
い
と
だ
、

蔵
本
、
上
の
五
の
坪
、
か
い
で
ん

新
中
よ
し

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

一
、
堂
ノ
内

朝
　
　
巨

三
月
廿
種
取
覚
（
文
化
十
三
年
諾
事
附
込
帳
）

圃

場

名

一
品

種

一
、
よ
こ
山
、
拾
く
手
、
森
本
、

大
は
り

白

－
－
Ｊ

一
、
口
田
、
暮
角
、
東
五
の
坪
、

六
の
坪
、
川

百

穀

固

一
、

会
下
の
前
、
上
の
五
の
坪
、

柴
木
（
作
人

中

良

勘
兵
衛
）
西
の
五
の
坪

一
、
柳
井
田

白
川

濡

都
合
九
斗
四
升
（
籾
種
）

■

　
　
　
弘
化
三
年
度
作
付
品
種
（
弘
化
三
年
農
事
録
に
よ
る
）

　
叔
　
　
種

一
、
繍
　
　
　
　
　
　
　
弐
斗

一
、
富
田
　
　
　
　
　
　
　
弐
斗
七
升

一
、
善
光
寺
　
　
　
　
　
　
九
升

一
、
中
吉
　
　
　
　
　
　
三
斗

四
升
一
、
廣
寿
坊
　
　
　
　
三
斗

一
、
わ
か
ん
長
　
　
　
　
　
四
斗
五
升

　
〆
壱
石
四
斗
五
升

こ
の
よ
う
に
多
く
の
晶
種
を
植
え
つ
け
た
理
由
は
当
時
の
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
三
二
…
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

烈
な
水
害
、
自
然
の
暴
威
に
対
す
る
農
民
の
第
一
の
抵
抗
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
晶
種
の
選
択
と
自
然
順
応
に
よ
る
育
種
が

極
め
て
敏
感
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

れ
は
、
自
然
の
暴
威
に
順
応
す
る
水
稲
栽
培
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
産
力
を
高
め
て
い
く
上
昇
の
過
程
を
示
す
も
の
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　
種
子
量
は
弘
化
三
年
は
籾
種
壱
石
四
斗
五
升
が
苗
代
に
栽
培

さ
れ
、
田
圃
、
壱
町
九
反
壱
畝
弐
拾
歩
に
田
植
を
し
て
い
る
。

反
当
り
畝
種
七
合
余
り
で
あ
る
。

２
、
田
植

　
文
化
十
三
年
度
の
田
植
を
み
る
に
一
町
七
反
五
畝
の
圃
場
は

二
十
二
圃
場
に
分
か
れ
る
。
五
月
十
八
目
か
ら
田
植
が
初
ま
っ

　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
…
二
四
）

て
六
月
一
日
に
終
っ
て
い
る
。
此
の
間
十
二
日
間
を
要
す
る
。

　
第
１
０
表
に
よ
っ
て
田
植
は
わ
よ
そ
旧
暦
の
五
月
中
・
下
旬
に

始
ま
り
、
六
月
の
上
旬
に
終
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
固
植
覚
（
文
化
十
年
）

五
月
廿
三
日

表

■

力
別
労
反

種

別
一
文
化
十
年
一
文
化
十
一
年

文
化
十
三
阜
姦
四
乍
弘
化
三
年

び

田
植
始
期

五

月
■

及

■

二
十
三
目
一

軸
十
五
叩
朽
八
Ｈ
三
十
四
リ
朽
六
Ｈ

期

田
植
終
期
　
　
　
　
↓
六
月
六
目
■

五

月

六
月
一
日

」

終

十

一
目
’

■
六
月
十
五
日
－
関
　
　
　
　
」
五
月
二
日

百
二
其
一
百
五
人
手
一
百
四
人
ｆ
百
三
十
一

，

■

始

労

力
九
十
三
人
手

の

’

１
一
　
　
　
一
　
　
　
’
　
　
，
■

’
　
ｊ
Ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
一

１
　
，

１
　
　
－
　
　
‘

’
』
　
１
　
　
　
　
』
－

□
　
　
　
　
　
－
　
　
　
｛

■
　
　
一
　
　
　
１
　
　
１

’
　
，
　
　
，
一
　
　
一
　
，
　
‘
　
－ 人
手
－
　
　
　
　
’

植

一
町
五
反

二
町
三
反

一
町
七
反

■
一
町
七
反

二
町
一
厘

珂

二
畝
二
十
歩

，

五
畝
．

三
畝
十
歩
一

■
　
　
　
　
ｉ
｛
　
　
１
　
’
　
　
■

■
　
　
，
　
　
　
　
；
　
　
１
’
　
　
　
一

八
畝
十
歩

『
‘
　
，
　
１

■

一
一
賞
マ
升
一
合
宛

五
月
廿
四
目

　
一
、
五
ノ
坪
　
　
　
五
人

一
、
六
ノ
坪
六
人
了
五
合
宛

五
月
廿
六
巨

　
一
、
門
　
閏
　
　
　
八
人
弐
升
七
合
宛

五
月
廿
八
日

　
一
、
六
反
ふ
け
　
　
二
人
二
升

　
　
　
　
五
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
ｎ
一
　
固

　
一
、

五
月
廿
九
目

　
一
、
た
ん
因

　
　
　
此
訳

六
月
朔
目

　
一
、
井
戸
因

　
一
、
大
ぱ
り

粛む蒜
か

と満め満めさ溝め

０
表
期馴

め

一
人
弐
升
一
合
宛
竈

一
人
弐
升
三
集

さ
と
三
人
　
志
奈
二
人

　
と

　
め

　
し
し
　
な
　
め

か
め
三
人

重
三
升
五
合
宛
篇
．

と
め



六
月
三
目

　
一
、
す
じ
か
い

　
　
　
二
升
五
合
ー
そ
の

九
人
三
弐
升
合
宛
く
舳

　
　
　
　
内
そ
の
二
人
半

　
　
　
　
残
り
二
勺
四
ツ

六
月
四
目一
一
汀
い
亨
升
一
合
宛

　
一
、
犬
は
り
　
　
　
三
人
　
　
三
升

六
月
五
日

紳
り
一
繍
丁
一
一
一

六
月
六
目

　
一
、
柳
井
固
　
　
苗
代
　
　
半
人

　
一
、
尻
敷
　
　
　
苗
代
　
　
　
一
人
半

　
〆
九
拾
三
人
　
此
寄
九
斗
三
升

　
壱
斗
五
升
　
　
　
　
　
　
　
お
と

　
宅
斗
六
升
九
合
　
　
　
　
　
　
久
満

　
二
升
七
合
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
さ

　
二
升
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な

　
二
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

応

かしく
、
し
〉

カ

わめとまわめめままわめ

　
　
九
升
三
合
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ

　
　
六
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま

　
　
三
斗
八
升
三
合
　
　
　
　
　
　
か
め

右
之
通
半
夏
生
勘
定
致
侯
也

　
　
「
田
植
覚
」
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
所
要
の
労
力

は
す
べ
て
日
雇
労
力
で
、
自
家
労
力
は
全
然
提
供
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
。
一
反
歩
の
田
植
は
コ
ハ
人
手
」
と
称
せ
ら
れ

て
い
る
。
周
植
賃
は
現
物
の
米
で
勘
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
　
（
早
乙
女
一
人
一
日
賃
金
約
米
一
升
に
あ
た
る
）

　
更
に
そ
の
勘
定
は
半
夏
生
生
に
ま
と
め
て
行
わ
れ
て
い
る
。

３
、
除
草

　
除
草
は
圃
場
別
に
目
雇
人
に
よ
る
他
人
労
働
力
で
行
っ
て
い

る
。
労
賃
も
大
体
圃
場
の
面
積
に
応
じ
て
一
定
し
、
一
番
草
か

ら
、
止
め
草
ま
で
各
圃
場
毎
に
同
一
人
に
請
負
わ
し
め
て
い
る

場
合
も
あ
る
。

　
第
ｕ
表
に
よ
っ
て
除
草
、
一
番
草
か
ら
止
め
草
ま
で
の
反
当

り
（
六
人
手
）
所
要
労
力
賃
は
、
約
壱
年
八
升
の
費
用
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
一
番
草
、
二
番
草
、
三
番
草
と
三
回
の
除
草
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
三
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
。
第
三
号
）

表賃二
、
跡
讐
ゴ
∴
蹄

麟
表
、
ポ
ん
だ
ニ
パ
人
差
諸
升
．
ま
つ

ｕ第

文
化
十
　
一
年

圃
場
名
一
ン
茅
化
，
糾
乳
翻
圃
場
　
名

而
璽
労
　
賃
請
負
者
総
計

一
一
馴
神
私
琶
三
斗
二
升
一
溝
つ
　
　
　
…

一
、
す
じ
カ
い
干
人
手
■三
斗
三
升

ち
よ

み
一
祉
■
ポ
、
、
、
烹
章
一
斗
二
た
け
　
　
■
　
　
１
　
，
　
■
　
；
　
　
■
一
・
す
じ
か
い
■
十
人
王
三
斗
一
ち
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
、
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
１
，
　
　
　
　
　
，
、
ポ
ん
だ
ニ
グ
主
茸
細
升
．
ま
一
；
の
二
七
土
に
算
升
丁
ち

一
、
大
は
り
　
天
｛
手
二
斗
く
吐
に
－
－
り
躰
り
斌
琴
け
Ｌ
｝
－
六
茸
市
寸
が
耐
明
不
計
総

一
、
虫
　
喰

不
明
丁
一
み
か

＝
一
の
坪
．
六
人
手
二
斗
八
升
丁
と

一
、
会
和
の
前
丁
人
手
一
二
斗
四
升
一
平
兵
衛

す
る
と
せ
ば
、
反
当
、
一
回
の
除
草
賃
は
六
升
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
除
草
労
働
賃
金
も
米
価
の
変
動
、
時
代
の
変

遷
に
よ
っ
て
推
移
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
諸
事
附
込
帳
」

（
文
化
十
一
年
）
」
渡
し
草
覚
」
の
終
り
に
次
の
如
き
事
実
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
、
当
年
草
取
之
処
し
去
酉
年
米
直
段
下
直
二
付
壱
斗
八

升
出
し
処
今
手
渡
し
草
之
処
、
変
動
茂
不
致
渡
し
処
追
疋
前
貸

に
て
勘
定
渡
し
草
壱
斗
四
升
に
或
候
処
変
後
取
方
は
壱
斗
八
升

之
積
り
に
而
て
被
定
候
筈
有
之
候
に
付
壱
斗
八
升
渡
し
候
に
而

茂
有
之
、
叉
壱
斗
四
升
に
て
不
然
に
而
皮
有
之
事
に
て
混
雑
い

之
以
改
之
」

一一一
、、、

定

　
九
八
（
三
二
六
）

た
し
不
得
止
事
、
壱
斗
八
升
に
て

算
用
致
置
候
但
四
升
者
内
々
之
事

也
証
文
村
定
壱
斗
四
升
例
年
半
夏

生
に
は
定
候
而
成
候
当
年
六
月
未

の
事
右
之
段
定
有
之
也
乃
正
記
置

候
も
の
也
然
者
今
向
先
渡
し
草
拾

匁
之
積
に
て
米
直
段
高
下
に
不
懸

可
致
之
由
村
定
也
右
之
段
渡
し
草

拾
匁
　
但
シ
米
二
而
壱
斗
四
升

男
目
雇
　
　
　
　
百
二
十
文

女
目
雇
　
　
　
百
文

戊
（
文
化
十
一
年
）
六
月

渡
シ
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
役
人

　
こ
れ
に
よ
っ
て
交
化
十
年
は
反
当
り
除
草
賃
金
は
米
壱
ユ
．
八

升
（
米
の
値
段
が
安
い
た
め
）
で
あ
っ
た
の
が
、
文
化
十
一
年
に

は
村
定
か
に
て
壱
斗
四
升
、
銀
拾
匁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明



ら
か
に
さ
れ
る
。

　
叉
労
働
賃
金
の
決
定
権
が
村
役
人
の
手
申
に
あ
っ
て
毎
年
半

夏
生
に
「
村
定
」
と
し
て
き
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
、
労
働
賃
金
に
厳
重
な
申
合
せ
的
統
制
が
あ
っ
た
事
が
推
測
一

さ
れ
る
。
彼
も
こ
の
「
村
定
め
」
の
賃
金
を
破
っ
た
こ
と
を

「
但
四
升
者
内
序
の
事
也
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
時
代
の
推
移
に
よ
る
除
草
労
働
力
の
向
上
も
み
ら
れ
る
。

表
１
２第

圃
場
名
７
化
十
年

文
化
士
圭
文
化
十
三
年

弘
化
三
年

大
は
り

六
人
手

六
人
手

○

六
人
手

五
人
手

六
の
坪

六
人
手

六
人
手

六
人
手

五
人
手

柳
井
．
胃

七
人
手

七
人
手

七
人
手

六
人
手

会
の
下
前

八
人
手

八
人
手

八
人
手

七
人
手

た
ん
だ

八
人
手

八
人
手

八
人
手

七
人
手

第
１
２
表
は
除
草
労
働
力
の
向
上
を
示
し
た
も
の
で
、
文
化
度
は

六
人
手
で
あ
っ
た
も
の
が
弘
化
度
に
は
五
人
手
と
い
う
如
く
一

定
の
田
嗣
に
対
す
る
除
草
労
力
の
投
下
が
減
少
し
、
生
産
力
の

上
昇
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

４
、
一
肖
ｏ

　
　
毛
仙
メ

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

　
交
化
九
年
「
農
業
覚
書
」
に
よ
る
と
稻
刈
に
つ
い
て
次
の
如

き
注
意
書
が
さ
れ
て
い
る
。

　
「
早
稲
、
植
付
の
目
よ
り
百
廿
巨
目
よ
り
可
刈

　
　
申
稲
、
植
付
の
巨
よ
り
百
升
目
目
よ
り
可
刈

　
　
晩
稲
、
植
付
の
官
よ
り
百
三
十
五
日
よ
り
可
刈

　
　
　
右
は
お
よ
そ
と
難
ど
も
定
り
た
る
巨
限
也
』

　
交
化
度
に
お
け
る
稲
刈
開
始
の
お
よ
そ
そ
の
目
取
り
が
推
計

さ
れ
る
。
さ
て
稲
刈
も
全
く
他
人
労
働
力
に
依
存
し
た
わ
け
で
、

白
家
労
力
は
認
め
ら
れ
な
い
。

〔
例
一
〕
田
刈
渡
シ
覚
（
文
化
十
一
年
諾
事
附
込
帳
）

　
　
壱
斗
二
升
　
　
八
月
十
二
目
渡
し

一
、
上
五
ノ
坪
　
拾
宅
人

一
・
下
五
ノ
坪
　
五
人
　
浅
七

　
　
六
升
　
　
　
　
八
月
十
一
目
渡
し

　
　
六
升
　
　
　
　
同
月
廿
九
目
渡
し

　
　
六
升
　
　
　
　
十
月
七
目
渡
し

　
差
引
二
升

一
、
井
戸
田
　
　
　
四
人

一
・
そ
う
や
け
　
　
八
人
　
　
　
六
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
三
二
七
）



、

立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
三
号
）

差
引
八
升

会
の
下
の
前

　
　
五
升

　
　
三
升

八
人
　
　
久
助

　
　
古
市
町
　
甚
五
　
郎

十
月
十
目
豆

一
、
壱
人

　
十
一
目
そ
う

一
、
壱
人

　
十
二
目
募
柳

　
　
　
　
　
　
　
■

一
、
壱
人

　
十
三
目
そ
う

一
、
壱
人

　
十
八
日
五
、
六
、
う
け

一
、
壱
人

　
廿
目
、
十

一
、
壱
人

　
　
〆
壱
貫
五
十
文
渡
す
、

十
月
廿
九
日

一
、
壱
人

三
月
十
中

一
、
壱
人

四
目
柴
中

一
、
壱
人

五
目
柴
中

て
壱
人

　
　
　
　
（
以
下
虫
喰
い
の
た
め
不
明
）

〔
例
二
〕
日
雇
覚
（
文
化
十
一
年
同
書
）

九
月
四
目
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
兵
衛
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
三
二
八
）

■
壱
斗
わ
た
し
　
　
　
．
み
　
か

六
目
　
　
　
　
七
目
　
　
　
　
八
目
　
　
　
　
九
日

　
半
人
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壱
人

廿
八
目
　
　
　
甘
九
目
　
　
　
十
月
二
日
　
　
八
目

　
壱
人
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壱
人

十
五
目
五
坪
東
　
　
　
十
六
目
、
五
、
六
の
坪
　
　
廿
九
日
蔵
本

　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壼
人

　
　
〆
拾
人
半

　
　
　
差
引
五
合
不
足
　
　
　
　
十
一
月
九
目
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
か
わ
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
く

九
月
八
目
開
囲

　
　
壱
人

十
七
目
柴
卒

　
　
壱
入

廿
六
目
島
々

　
　
壱
人

廿
九
日
同

　
　
壱
人

甘
一
目
そ
う
や
け

　
　
壱
人

十
五
日
筋
か
い

　
　
壱
人

廿
五
目
川
囲

　
　
壱
人

廿
八
日
講
堂
の
前

　
　
壱
人

十
月
七
日
井
戸
因

　
　
壱
入

　
廿
六
目
柳
井
田

　
　
壱
人



－
〆
拾
宅
人

　
　
壱
斗
壱
升

　
　
五
升

　
〆
壱
斗
六
升

　
　
内
米
五
升

　
　
　
　
十
一
月
九
目
渡
し

平
右
衛
門
嫁

九
月
廿
八
目
講
堂
前

　
　
壱
人

　
　
　
壱
升
　
　
十
一
月
九
目
渡
し

　
こ
の
「
例
一
」
　
「
田
刈
渡
し
覚
」
は
請
負
刈
に
よ
る
稲
刈
の

場
香
で
あ
っ
て
、
一
人
手
に
つ
き
米
一
升
の
割
で
圃
場
の
稲
刈

を
誇
負
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
例
二
」
　
「
目
雇
之
覚
」

は
日
雇
い
に
よ
っ
て
稲
刈
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
一
人

手
に
つ
き
米
一
升
の
割
で
あ
る
こ
と
は
請
負
の
場
合
と
同
じ

で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
稲
刈
は
他
人
労
力
で
九
月
か
ら
十
丹

に
か
け
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
多
く
は
近
在
の
貧
農
の
婦

女
子
を
日
雇
い
で
使
用
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

５
、
稲
こ
き

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

　
刈
敢
り
後
の
稲
は
圃
場
で
干
燥
か
地
干
し
、
圃
場
毎
に
稲
こ

き
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
人
労
力
依
存
は
稲
刈
同
様

で
あ
る
。
な
お
目
雇
賃
は
一
人
百
大
体
米
一
升
の
割
で
あ
る
。

　
　
　
日
や
と
ひ
覚
（
文
化
十
年
諾
事
附
込
帳
）

い
ね
こ
き
　
　
　
そ
ぱ
う
ち
　
　
　
　
平
右
衛
門

一
、
壱
人
　
　
　
半
人

同一
、
壱
人

柳
井
田
い
ね
こ
き

一
、
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
三
升
五
合

　
　
外
に
う
す
す
り

　
　
　
五
人

　
　
　
　
　
小
米
　
壱
斗

　
　
　
〆
渡
し

柳
井
固
い
ね
こ
き

一
、
壱
人
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
さ

　
　
外
に
う
す
す
り

　
　
　
三
人
　
小
米
三
升

　
　
〆
四
升
　
　
渡
し
済
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
三
二
九
）



十
三
日

一
、
士
ｚ
人

十
四
目

一
、
壱
人 立

命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

十
六
目

　
一
、
壷
人

九
月
廿
七
目

一
、
米
五
升
　
渡
し

こ
う
ど
う
の
前

一
、
壱
人

い
ど
た

一
、
壱
人

大
－
は
り

一
、
婁
人

同一
、
壱
人

よ
こ
山

一
、
麦
人

十
人
手

一
、
弐
人

森
も
と

一
、
壱
人

い
ね
こ
き

〃〃〃〃〃〃

庄
九
郎
後
家

五
兵
衛
後
家

か
わ
だ
　
　
　
　
い
ね
こ
き

一
、
受
人

十
月
十
五
目
迄

ま
め
引

一
、
壷
人

ま
め
こ
き

一
、
壷
人

う
す
す
り

一
、
一
振

ま
め
こ
き

一
、
半
人

柴
も
と
い
ね
こ
き

一
、
毫
人

口
固
　
　
　
　
同

一
、
壱
人

一
〇
二
　
（
一
二
一
二
〇
）

６
、
臼
引
き

　
稲
扱
き
作
業
に
引
き
つ
づ
い
て
籾
の
乾
燥
と
臼
引
き
が
行
わ

れ
る
。
籾
を
玄
米
と
籾
殼
と
に
分
離
す
る
作
業
で
あ
る
。
こ
の

臼
引
き
の
と
き
に
、
収
穫
高
が
計
量
さ
れ
る
。
文
化
十
年
の
例



を
と
る
と
、
三
、
四
ケ
所
の
圃
場
毎
に
区
分
し
て
臼
引
作
業
が

行
わ
れ
（
晶
種
混
雑
を
防
ぐ
た
め
）
そ
の
生
産
玄
米
が
計
量
さ

れ
て
い
る
。
臼
引
き
に
は
毎
日
数
名
の
婦
女
子
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
主
と
し
て
女
子
の
作
業
で
あ
っ
た
と
考
ら
れ
る
。
叉
臼

引
き
に
「
夜
引
「
昼
引
「
家
内
人
数
」
の
但
し
書
の
あ
る
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
臼
引
き
は
夜
な
べ
仕
事
の
一
つ
で

も
あ
り
・
昼
夜
懸
命
に
働
く
多
忙
な
穫
り
入
れ
秋
の
百
姓
の
生

活
が
し
の
ば
れ
る
。

　
更
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
自
家
労
力
の
提
供
に
よ
る
臼
引
き

も
行
わ
れ
、
家
族
労
働
に
よ
る
手
作
経
営
へ
の
参
勧
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
臼
引
人
数
覚

十
月
一
目

　
す
じ
か
い
、
よ
こ
山

　
一
、
拾
人
手

　
一
、
六
人
手

　
　
米
　
四
石
九
斗
五
升

こ
う
ど
う
の
前
、
二
人
手

た
ん
だ
、
堂
の
内

大
は
り
、
森
卒

一
、
拾
八
人
半
手

　
　
米
六
石
九
斗

、

近
世
在
郷
商
人
の
震
地
経
営

み一
一

し一
榊

　
、

一
一

カ

えへめさしししさよちわめ

、、、

こ
う
堂
前
六
人
手

餅
壱
石
七
升

柳
井
固
、
五
の
坪

と
り
ど
り

　
　
米
六
石

吉
一
榊
舳

　
　
甚
兵
衛

　
　
勘
四
郎

　
　
辰
之
財

〉

カ
、
し
〉

カさ

一
鴛
雫
し
－
し
－
舌
一
一

譲
一
一
一
一
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

合
弐
拾
四
石
七
斗

　
　
　
　
外
餅
　
壱
石
七
斗

反
別
受
町
五
反
五
畝

　
平
均
壱
石
七
斗
三
合

めしちよしよめにしよさちめ

７
、
生
産
量

　
文
化
十
年
の
生
産
量
は
さ
き
の
「
臼
引
人
数
覚
書
」
に
よ
っ

て
明
ら
か
な
如
く
、
手
作
水
田
面
積
壱
町
五
反
五
畝
１
、
収
穫
玄

米
弐
拾
四
石
七
斗
、
平
均
壱
石
セ
斗
三
合
に
な
っ
て
．
い
る
。
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
…
（
三
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

化
十
三
年
の
生
産
量
は
、
　
「
臼
引
の
覚
」
に
よ
る
と
次
の
如
き

反
当
生
産
収
量
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

、、、

一
、、、、、

柳
井
田
餅
款
芽
斗
轟
鰺
驚
軽
隷
棄
一

沸
き
襲
一
反
別
合
農
一
畝
十
歩

鍔
壮
寡
一
反
叢
量
二
石
一
斗
五
升

祭
ギ
纂
一
反
別
肇
撃
転
一
弱
一

臼
引
者
１
１
内
人
数
（
臼
引
労
働
者
が
琢
族
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
三
三
二
）

　
大
体
平
均
反
当
収
量
は
文
化
度
で
ば
一
石
七
斗
か
ら
二
石
位

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
１
３
表
に
よ
っ
て
み
る
に
、
交
化
十
年
の
反
当
平
均
収
量
一

石
七
斗
か
ら
文
化
十
一
年
は
反
当
収
量
平
均
一
石
八
斗
七
升
、

文
化
十
三
年
は
一
石
九
斗
五
升
に
な
っ
て
い
る
。
豊
凶
に
よ
る

増
収
も
み
ら
れ
る
が
生
産
力
の
上
昇
に
よ
る
増
収
も
あ
る
こ
と

は
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｂ
　
畑
作
経
営
の
実
態

量収産生米作手表
１
３

以

考備米作手
合
Ｏ
升
］
斗
７
石
・
　
６
　
２

　
　
’
　
　
軍
）

蒜

　
　
延
（

　
　
』

　
　
’

筆５２０４ユ
●６２

年
）

六
５
６

暦
１
７
宝
（

筆０２０６２●８ユ

年
）

七
７
０

和
１
７
明
（

筆７１０６００１

年
）

二
７
３

永
１
７
安
（

筆７２２１７■２２

年
）

七
８
７

明
１
７
天
（

筆５２０１６
●

５１

年
）

九
９
７
政
〃
寛
（

合
５
畝

板
５
反

伺
－
町

○
斗
斗

０
７
７

７
石
石

　
１
・
一
１
■
一

４
．
餅
リ

２
二
当

　
外
反

年
）
十
月
化
蝸
文
（

升
了
５
合
５
合

芽
８
升
２
升

翼
４
斗
－
石

拠
旧
石
３

鰍
寵
引

　
内
簡
差

、
一
　
〇

〇
升
封

○
岬
２
０

義
－
畝
常
収　
藩

　
反
（

　
年
）

　
一
１
４

化
十
１
８

文
　
（

合
職

繧

伺
－
町

）

○
　
升

０
　
　
５

０
　
斗

　
　
９

４
一
リ
石

３
彗
－

　
反　
（
年
）

三
１
５

＋
１
８

文
化
（

筆１２２１０
●０３

年
）

二
１
９

政
１
８
文
（

　
合

雛
。
靴

作
郡

姦

合
剤１

２」
３
５

年
）

三
２
０
一

政
蝸
文
（

　
水
田
に
わ
け
る
資
本
家
的
手
作
の
経
営
は
以
上
の

如
く
で
あ
る
が
、
畑
作
経
営
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

こ
こ
で
は
商
業
的
農
業
経
営
が
早
く
か
ら
進
め
ら

れ
て
い
る
。
延
享
度
に
み
ら
れ
る
畑
作
の
種
類
は

第
ｕ
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
茶
・
麦
安
・
大
麦
・

小
豆
・
空
豆
・
菜
種
・
さ
さ
げ
（
赤
、
白
）
粟
・
き

び
・
こ
ま
・
た
ば
こ
・
唐
き
び
・
綿
・
そ
ば
・
ね
ぎ
・

牛
劣
類
で
、
そ
の
う
ち
生
産
金
額
が
百
匁
以
上
の
も

の
は
、
麦
、
菜
種
、
綿
で
こ
れ
等
は
当
時
の
商
業
的



繊
崖
蝸
童
．
奇
誼
議
～
昧
蹄
慧

…
ト

耕

　
　
一
嵩
柵
い
肯
一
嵩
価
垣
舟
一
料
さ
十
－
肯

昨
瞬
諦
８
中
　
一
ｃ
◎
ｏ
キ
　
　
　
一
ｓ
触
ｏ
◎
８
倉
（
亀
斗
）

池
ド
∴
ｏ
申

○
申

紛
蓮
賞
賞
ｏ
ｏ
申
一
Ｈ
ｏ
ｏ
薄
．

○
申
ｏ
陶

轟
申
ｏ
倉

　
　
屏
偽
ド
固
而
向
勺
下

淋
滞
．
宮
〉
．
嵩
惇

　
　
研
豊
尋
割
睾

一
し
ｏ
前
べ
半

一
ｃ
。
ゴ
ｏ
◎
半

一
詰
曽

一
－

昧
嚥
酔
ｏ
卓
あ
ヰ

－
ｇ
倉
蜆
申
　
．
一
－

汁

Ｈ
訓
岬
羊
　
　
一
１

淋
言
〉
一
ｃ
む
ｏ
曽

一
ｃ
．
ｏ
賞

テ
滞
．

小
四
何

紛
慧
戸
ｏ
ｏ
賞
り
申
　
一
ｃ
◎
Ｈ
時
蜆
申
　
　
一
－

時
粛
塾
Ｈ
が
ｏ
ｏ
”
ミ
半
亙
ホ
◎
半
ミ
↑
　
一
．
○

サ
．
１
上
．
答
呼
、
」
；
９
削
．
１
、
、

紛
奮
一
８
時
蜆
申
百
ｃ
ｏ
ｃ
◎
崎
岬
申
　
　
一
－

昧
熟
尋
へ
半
べ
半
　
す
半
サ
孟
叱
．
、
一
」
！
ｄ
半
帆
、

嘗
〉
一
き
膏
　
一
ｃ
◎
◎
惇

診
嚇
書
ｏ
ｏ
時
ｏ
ｏ
申
　
一
畠
津
べ
中
｝
淘
　
一
－

帝
馴
塾
封
〇
十
一
、
」
－
崔
ぎ
ま
吟
」
一
甜
古
半
，
．

糠
議
南
上
周
灼
Ｉ
Ｌ
■
膚
畑
ｉ

　
　
一
寺
蛮
一
ｓ
ｏ
賞
　
百
窓
津
り
申
｝
詞

誹
叫
叫
ｑ
肺
駄
訟
ふ
半
帥
吟

一
〇
〇
半
伽
砂

宮
〉
庭
時

一
Ｈ
８
時

一
１
一
１

丑
叫
叫
ｑ

糊

○

愉
…
唐
蘭
津
心
ｏ
ゆ
息
偶
一
ら
浄
岬
坤
…
　
「
■
；

峠
瞬
砂
酉
半
閉
吟
　
戸
半
吋
半
（
棚
汁
叫
）
一
〇

言
〉

ｇ
時
　
一
８
崎

愉
１
，
麿

Ｈ
倉
べ
串
伽
淘
一

崖
賞
ｃ
ｏ
申

昧
蹄
諏
“
半
ｏ
斗
｝
吟
一
〇
◎
半

○

言
〉
一
ら
崎
、

１
０
◎
◎
賞

分
婁
昌
崎
◎
申
　
一
り
崎

序
黙
茜
寸
雷
羊
帥
箏
一
ｃ
ｏ
半
Ｈ
半

、
，
○

俳

Ｑ
、
サ
上
Ｃ
．
Ｃ
淳
　
一
さ
●
ｍ
浄

■
詠
琳
貝
岬
崎
｝
｝
望
劇
■
べ
時
べ
中
ｇ
測

．
一
．

一
嵩
価
い
舟
一
篇
価
垣
肯
一
料
さ
十
－
舟

罫

繭

揖

轟
脈
９婁

§
斗
）
汽

粛

“
僻
瞭
酔
営
〉
Ｈ
半
心
●
ヰ
｝
吟
一
り
羊
蜆
砂

○

巳
ｏ
樽
一
Ｈ
き
時

紛
蔑
一
お
倉
べ
申
蜆
繭
一
］
Ｈ
倉
壮
申

時
蹴
亟
一
〇
〇
ｃ
ｏ
斗
　
一
蟹
キ
壮
申

ｃ
ｏ
ｏ
キ

浅
〉
一

ｏ
ｏ
申
　
一
べ
申

一
伽
中

紛
麓
．
ｏ
ｏ
膏
』
申

葛
膏
｝
申

旨
膏

時
蹄
亜
｝
羊

言
〉
一
き
倉

（
〉
域
）
り
ヰ
岬
亜
＞
泣
〉
珂

Ｈ
さ
倉

一
汁
虫
何

診
蛮
一
ｂ
●
倉
　
　
一
巳
時
杜
申

肺
測
．
亜
Ｈ
鼠
斗
畢
．
、
Ｈ
肯
ｂ
●
－
キ

言
〉
一
留
賞
　
　
ｏ
ｏ
Ｈ
商

命
慧
ｃ
◎
～
ｏ
崎
的
Ｎ
陶
百
』
蜆
崎
Ｈ
申
～
淘

一
汁
商
識

一
薫
テ
到

俸
熱
亜
■
、
　
一
き
時

一
＞
泣
到

営
〉
奔

慧

鵠
時
　
一
睾
時

り
賞
◎
串
｝
淘
一
Ｎ
｝
薄

糞
珂

時
黙
酔
一
べ
、
ｏ
ｏ
申
一
Ｈ
肯

言
ノ

８
商
　
一
§
時

紛
慧
酉
賞
ｏ
◎
申
｝
淘

蜂↓

十識
舟
， 序
鎌
酔
酉
鴎
ｇ
ｏ
時

ら
津

・
．
．
｝

．
１
」

一
ロ
ー

沸

十

副
菅
土
ｏ
ｏ
倉
　
　
一
…

李
蓑
て
崎
ｃ
ｏ
申
べ
詞
一
１

時
嚥
亜
１

言
〉
一

ｏ
ｏ
半
べ
羊

き
時

紛
豊
１

崖
賞
ｏ
ｏ
申

昨
瞭
酎
嘗
土

紛
慧
．

一
ミ
時
り
申

吟
埣

ｏ
◎
ｏ
◎
べ
倉
』
中
一

　
　
〇
詞

ｏ
◎
雷
時
り
申

一
〇
而
責
薄
諒
ド
か
奇

書
ｄ
浄
ひ
。
剖
＞
曲

．
奇
さ
映
司
燕
膏
ｏ
。

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

一
〇
五
（
三
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
…
号
）

農
産
物
と
し
て
、
水
田
の
裏
作
に
、
叉
畑
の
夏
作
（
綿
）
と
し
て

盛
ん
に
生
産
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
１
５
表
は
、
と

額産のそと物作畑な主表
１
５第

分
８

斤

綿

斤
鵬
柳
棚
棚
棚

１

■

種

合

３

升

３

明
２

２

菜

斗
６
９
不
５
９

石
Ｌ

類

升

２

斗

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

０
４

４

３

８

Ｏ

麦

石
６
７
・
Ｌ
３
・
２
・

■

類種

学

意
一
じ

延
延
文
刻
弘

■
十
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

’

く
に
麦
、
菜
種
、
綿

の
産
額
を
表
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
　
「
文

化
九
年
農
業
覚
書
」

の
巻
頭
に
は
畑
作
に

つ
い
て
次
の
如
く
注

意
書
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

一
〇
六
（
三
三
四
）

西
一

き
　
び

綿

煙
　
　
　
　
草

空
　
豆

あ
と

秋
小
豆

綿

小
字
わ
し
め
畑

南
一
畝
除

道

，

「
綿
　
六
月
土
用
之
入
目
迄
三
十
八
日
前
蒔
く
を
大
吉
と
云
う
。
」

「
秋
小
豆
　
土
用
三
日
前
と
云
う
習
し
で
、
い
つ
と
も
遅
く
土

　
　
　
　
　
用
入
れ
ば
植
付
け
て
よ
し
」

「
空
豆
　
　
可
成
丈
く
早
く
植
え
て
よ
し
」

な
お
畑
作
の
心
覚
え
と
し
て
各
畑
に
つ
い
て
作
付
区
分
図
ま

で
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

　
小
字
蔵
垣
外
（
畑
の
名
）
畑

小
字大
沢
屋
敷

　
　
　
畑

二
畝
共
大
角
豆

五
畝
と
枕
ゴ
マ
也

二
畝
　
　
煙
　
草

二
畝
　
マ
メ
　
ア
ヅ
キ

小
字新

畑 片
さ
か
り
畑

皆
き
び
後
大
根
也

　
　
　
道

東

き
　
び

き

び

粟

後
大
根



小
字
よ
こ
山
畑
　
　
秋
小
豆
植
し
処
皐
損
皆
無
商
麦
也
。

　
な
わ
麦
打
ち
労
働
の
冒
雇
覚
え
が
あ
る
が
一
巨
米
一
升
の
賃

銭
で
行
っ
て
い
る
。

「
麦
う
ち
覚
」
　
（
宝
暦
八
年
）

四
月
廿
六
目

一
、
壱
人
　
　
　
と
　
め

　
廿
九
目

一
、
壱
人
　
　
　
　
と
　
よ

　
　
廿
　
目

一
、
受
人
　
　
　
　
わ
つ
た

五
月
一
目

一
目
中
　
　
　
　
　
わ
つ
た

わ
つ
た
分
〆
弐
人
．

　
　
　
内

　
　
米
　
壱
升
か
し

五
月
十
一
目

廿
八
目

一
、
壷
人
　
　
　
い
　
し

廿
九
目

一
、
壷
人
　
　
　
　
さ
　
よ

廿
　
目

　
　
　
　
　
　
　
お
と
よ

中
町
お
と
よ
分
〆
弐
人

　
　
賃
　
借
方
へ
上
ケ

残
り
壱
人
賃
妻
○
○
へ
上
ケ

　
　
Ｃ
　
藪
畑
に
お
け
る
商
業
的
経
営

　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

　
「
筍
は
乙
訓
」
の
名
も
高
く
乙
訓
郡
西
の
岡
一
帯
は
竹
材
及

び
筍
の
特
産
地
と
し
て
世
に
知
ら
れ
、
京
阪
神
は
勿
論
全
国
の

市
場
に
向
け
て
筍
及
び
そ
の
罐
詰
が
売
り
出
さ
れ
、
そ
の
年
産

額
は
五
十
六
万
貫
に
上
っ
、
て
い
る
。
今
目
こ
の
地
帯
農
民
の
貨

幣
収
入
源
と
し
て
筍
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
石
商
晶
的
農
業
生
産
物

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
れ
は
近
世
江
戸
時
代

に
お
い
て
も
や
は
り
そ
う
で
あ
っ
て
、
元
様
・
享
保
頃
に
共
に

三
十
万
余
の
人
口
を
も
つ
京
阪
両
都
の
読
菜
供
給
圏
と
し
て
み

訓
郡
の
筍
は
、
早
く
も
そ
の
需
要
を
満
た
す
商
晶
的
特
有
農

産
物
と
し
て
盛
に
売
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実

は
質
屋
三
郎
兵
衛
の
藪
畑
に
お
け
る
商
業
的
農
業
経
営
に
よ
っ

て
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
そ
の
集
積
さ
れ
た
藪

畑
の
経
営
に
力
を
注
ぎ
、
竹
材
及
び
竹
皮
・
筍
等
の
生
産
に
よ

っ
て
貨
幣
資
本
の
獲
得
と
蓄
積
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば

寛
政
年
間
に
わ
け
る
彼
の
藪
畑
経
営
を
見
る
に
次
の
如
く
で
あ

る
。　

「
寛
政
十
二
申
年
、
藪
物
成
之
帳
」
の
記
載
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
三
三
五
）

○



閏
四
月

立
命
館
経
済
学
（
第
；
巻
・
第
三
号
）

竹
子

荷
数
覚

　
久
宝
寺
屋
長
兵
衛
入

　
二
目
　
　
筆

　
四
目
　
　
同

　
八
目
　
　
同

十
一
目
　
　
同

十
三
目
　
　
同

十
五
目
　
　
同

十
八
目
　
　
同

廿
九
目
　
　
同

〆
弐
拾
三
丸

壱
丸

壱
丸

弐
丸

弐
丸

弐
丸

士
垣
丸

壱
丸

五
丸

代
弐
百
九
拾
士
ｚ
文

代
百
八
拾
八
文

代
弐
百
三
拾
三
文

代
弐
百
六
拾
九
文

代
弐
百
五
拾
弐
文

代
九
拾
五
文

代
百
廿
六
文

代
萱
貫
五
百
廿
七
文

代
三
貫
八
百
四
拾
八
文

　
　
　
　
　
　
　
魚
屋
　
喜
兵
衛
入
　
．

閨
四
月
　
六
目
　
　
勢
　
弐
丸
　
　
　
代
弐
百
五
拾
九
文

　
　
　
　
八
目
　
　
同
　
弐
丸
　
　
　
代
百
六
拾
六
文

　
五
月
二
目
　
同
六
丸
　
代
壱
賃
四
百
廿
文

　
　
　
〆
拾
七
丸
　
　
　
代
弐
貫
四
百
七
拾
六
文

　
　
　
　
合
　
　
六
頁
三
百
廿
四
文

　
　
　
　
竹
　
　
皮
　
　
覚

一
、
は
ち
く
壱
貫
五
百
目
　
百
三
拾
文
が
へ
　
忙
　
弐
百
文

一
、
ま
だ
け
廿
八
貫
八
百
目
八
百
文
が
へ
　
代
弐
貫
弐
百
八
十
八
文

一
、
同
　
　
と
ん
か
め
四
頁
七
百
目
　
　
　
　
代
百
拾
文

一
、
模
　
　
三
頁
七
百
目

〆
　
三
貫
七
百
拾
六
文

一
〇
八
（
三
三
六
）

三
百
文
が
へ
　
　
代
壱
頁
百
拾
四
文

籠
屋
　
藤
右
衛
門
に
売
る
。

巻
申
上
り
高

　
　
〆
拾
貫
四
十
文

　
註
、
筍
の
価
格
が
目
に
よ
り
、
時
期
に
よ
っ
て
変
動
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
は
今
日
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
竹
皮
の
「
ま
だ
け
ど
ん

　
　
　
が
め
」
と
は
根
本
の
方
の
竹
皮
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

　
　
　
て
品
質
は
悪
く
な
る
。

　
　
　
竹
材
覚
酉
八
月
（
享
和
元
年
）

　
、
九
寸
　
　
拾
七
本
　
　
　
　
八
束
五
分

一
、
八
寸
五
拾
弐
本
　
　
　
　
　
拾
七
束
三
分

　
〆
　
廿
五
束
八
分
　
　
　
此
駄
　
六
駄
壱
束
八
分

　
　
　
　
弐
拾
三
匁
替
　
　
　
代
百
四
拾
八
匁
三
分
五
厘

一
、
七
寸
　
　
百
五
拾
本
　
　
　
　
三
拾
七
東
五
分

一
、
六
寸
　
　
百
六
拾
九
本
　
　
　
弐
拾
八
束
壱
分

一
、
五
寸
　
　
百
三
拾
弐
本
　
　
　
拾
三
東
弐
分

一
、
束
　
　
百
廿
六
卒
　
　
　
七
束

　
〆
　
八
拾
五
束
八
分
　
　
此
駄
　
弐
拾
壱
駄
壱
束
八
分

　
　
　
拾
八
匁
替
　
　
　
代
三
百
八
拾
六
牟
、
ｚ
分

合
〆
五
百
三
拾
四
匁
四
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
一
明
寺

助
左
衛
門
に
売
る
。



　
右
の
証
帳
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
竹
材
の
売
却
に
よ

る
貨
幣
収
人
は
相
当
な
金
額
に
上
っ
て
い
る
。

　
更
に
藪
畑
経
営
に
よ
る
年
度
別
収
入
高
を
統
計
表
に
す
る
と

次
の
如
く
な
る
。

表入収畑藪ｕ易度年表
１
６第

竹皮竹箏度年
　
分
匁
４

繁娼
匁
嘔
．

蛎
扮

－
　
匁

３
貫
代
独
年
．妊

延

厘９分９匁
５
１

↑
分６匁３年四享延

明不文焔７貫３文
２
４３貫

－
崎
－
１
年二十政寛

　
資
本
蓄
積
の
一
役
を
荷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｄ
施
肥
事
情

　
施
肥
の
種
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
農
業
経
菅
が
進
歩
的
で
あ
る

か
否
か
が
判
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
延
享
三
年
の
「
手

厘５分４匁
３
４
賄

■
崖
１
■文

５
７７貫１文

５
４９貫

ト
年元和享

分６匁
６
９１銀文

７
７３貴

「
４
文
０
９

１
５

貫ｕ年二同

厘

９
）

分－匁
３
１２銀文

２
８９文

２
４３貫

ト
年三同

厘４分２匁
７
ユー

－
銀
■文○髄貫

２文
ｏ
０８貫９年元化文

厘５分

２
．
匁
８
１１銀文

ｏ
０８貫

１
■

文０
９
６貫

１
２
牢二化文

明不文
４
５９貴

「
１
庫
－文

０
６７貫

１
６

明不明不文
３
０２貫乃

年三化文

年四化文

厘９分４匁
８
１

五
‘１
鮮

　
厘
　
５
　
分
　
６
文
匁

６
４
４
８

蟻厚

分
厘
６
８匁

２
４１鍛

年二政文

厘７匁
２
９４銀文

ｏ
０５

坤鉄

則
４
匁
勤
鎚

年六政文

分 厘６５匁
２
５７銀匁

一
４
２

一
■
■
、
銀」年八政文

　
第
１
６
表
に
よ
っ
て
み
ら
れ
る
如
く
、
藪
畑
経
営
に
お
け
る
商

業
的
生
産
と
、
そ
れ
に
よ
る
貨
幣
収
入
は
、
賃
屋
三
郎
兵
衛
の

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
涯
営

　
文
化
度
に
な
る
と
肥
料
代
は
約
二
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
例

え
ぱ
、
文
化
十
一
年
度
の
肥
料
代
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
三
三
七
）

作
り
覚
」
同
四
年
の
「
同
書
」
に
よ
づ
て
、
こ

の
時
代
に
早
く
も
酒
粕
・
油
粕
・
綿
実
油
粕
が

大
量
の
糞
尿
と
と
も
に
購
入
、
使
用
さ
れ
、
進

ん
だ
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
た
ね
の
油
粕

は
本
家
の
油
屋
彌
兵
衛
か
ら
、
糞
尿
は
京
都
か

．
ら
運
搬
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
１
７
表
は

肥
料
購
入
費
の
一
部
を
計
算
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
延
享
時
代
の
一
年
間
の

肥
料
費
用
が
四
百
匁
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ



表入購の料肥表
１
７第

立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

年

厘

厘

厘１

荷

荷

荷
厘

荷

分

四

９
荷
卯

鶉駄４
分

匁

８

４

８
２

７
弘
厘

匁

匁

２

享

三
分

貫
分

弘
分

口
分

口
分

鐵
５
周
２

．
Ｕ
一
〇
冒
２

匁

２
１
　
匁

２
３

６
匁

８
２

周
６

月
３

月
２

月
２

延

匁

匁
０
９

同
匁

同
匁

同
匁

同
匁

同

同
０
４
’

５
０

１
匁

４
一

６
２

ユ
５

１

５
３

６

５
４

５
１

７
１

　
ユ
　
５
１

１
　
　
’
　
　
　
…

共

共

共

共

共

共

年

力

力

力

力

力

力

三

分

分

厘
車

車
厘

車
厘

車
厘

車
厘

車

２

５

嘉

轟
転

叡
転
鵯
綜二

厘

享

荷
匁

荷
匁

駄
敗

併

５

２
９
一
４
一
３

３
６
］
２

１
４
．
匁

手
匁

手
匁

手
匁

手
匁

手
匁

手
匁

匁

６
８

延

代

代

代
０
６

９
匁
人
吻
人
１
２

人
１
８

人
４
６

人
２
５

人
２
５

８
８

６

（
ｏ

一
１

一

一
－

一
－

一

■
　
　
　
１
　
，
　
　
　
　
　
１

一
　
　
■
　
　
　
■
１
　
』
■

－
　
　
一
　
１

１
１
」
　
■
　
　
■
す１
白

１

氏

便

え

〉
カ

釆

実

条

や

原

院

屋

周

計

年

＼
刈

こ

－
つ
ノ

都

都

ち

の

同
、
、
了

類種

京

京

、
つ

せ
南
マ

綿

二

淀

松

西

質

玄

合

　
　
　
　
諾
事
附
込
帳
（
文
化
十
一
年
）

肥
料
代
惣
〆
　
八
百
七
拾
四
匁
六
分

　
　
　
　
内

一
、
糞
脈

一
、
油
粕

一
、
酒
粕

一
、
干
粕

一
、
石
次

一
、
其
○
他

京
都
よ
り
　
代
四
百
四
拾
弐
匁
九
分
七
厘
外
二
金
壱
分

四
拾
七
玉
　
代
弐
百
三
拾
六
匁
八
分

四
駄
　
　
　
代
五
拾
八
匁

百
拾
五
双
匁
代
八
十
三
匁
三
分
七
厘

弍
駄
半
代
　
三
十
七
匁
弐
分
少
厘

即
肥
料
代
が
銀
八
百
七
拾
四
匁
六
分
に
な
り
、

糞
尿
、
油
粕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
三
三
八
）

酒
粕
、
干
酒
粕
、
石
灰
、
の
よ
う
な
種
類
の
肥
料
が
使

用
．
さ
れ
て
い
る
。
金
肥
の
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
同

じ
文
化
十
一
年
に
お
け
る
「
当
座
売
買
覚
」
に
よ
っ
て

姉
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
彗
座
売
買
覚
（
文
化
十
一
年
講
事
附
込
帳
）

文
化
十
一
年
三
月
十
三
目

一
、
生
か
す
六
拾
六
貫
　
　
　
こ
め
屋
　
喜
右
衛
門

　
　
十
五
目

　
　
一
、
同
・
　
　
五
十
九
貫

　
　
　
　
同
　
　
　
三
十
五
貫

　
　
〆
　
四
駄
　
　
　
　
十
四
匁
五
分
が
へ

代
五
拾
八
匁

○
文
化
十
三
年
三
月
八
目

　
　
一
、
生
か
す
四
駄
拾
貫
目
、
　
こ
め
俸
喜
右
衛
門

　
　
　
　
拾
五
匁
五
分
が
へ
　
代
六
拾
五
匁
八
分
七
厘

文
化
十
一
年
四
月
十
六
目

　
　
一
、
肥
石
次
弐
駄
半
　
　
　
　
　
　
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
代
六
匁
四
分
四
厘

文
化
十
一
年
三
月
十
目

　
　
マ
干
酒
粕
　
百
拾
五
貫
　
　
　
　
長
　
　
八



　
　
　
壼
駄
弐
十
九
匁

　
　
　
　
代
八
拾
三
匁
三
分
七
厘

文
化
十
三
年
三
月
八
目
　
　
　
　
瀬
戸
物
町
　
山
城
屋
源
兵
衛

　
　
一
、
千
粕
五
駄
代
百
五
拾
五
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
正
味
三
拾
壱
匁
が
へ

　
と
あ
り
、
肥
料
商
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く

水
田
の
肥
料
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
、
交
化
度
の
割
合
に
進

歩
し
た
肥
料
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
京
都
か
ら
の
叙
尿
購
入
に
つ
い
て
は
毎
年
一
定
の
き
ま
っ
た

家
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
購
入
価
格
及
び
方
法
は
壱
荷
大
体
壱

匁
弐
分
宛
で
大
小
便
を
分
け
な
い
場
合
と
、
大
便
と
小
便
分
を

け
て
．
、
大
便
合
九
十
五
荷
、
代
銀
弐
百
三
拾
七
匁
五
分
（
壱
荷
、

壱
匁
五
分
宛
）
小
便
合
拾
四
荷
、
代
壱
貫
五
百
六
拾
交
（
此
代

銀
拾
四
匁
三
分
七
厘
、
壱
荷
、
壱
匁
九
厘
七
毛
宛
）
の
如
く
清

算
し
て
購
入
し
て
い
る
場
合
の
二
通
り
が
普
通
で
あ
る
が
、
な

か
に
は
、
荷
数
を
勘
定
せ
ず
、
一
年
金
壱
分
也
と
か
、
餅
米
二

斗
五
升
ず
つ
と
い
っ
た
ふ
う
に
契
約
し
て
購
入
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
京
都
で
購
入
さ
れ
た
糞
尿
肥
料
は

　
　
　
　
近
世
在
郷
商
八
の
農
地
経
営

舟
と
車
力
で
運
搬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
覚
（
文
化
十
一
年
）

　
　
　
仏
光
寺
通
鳥
丸
西
へ
八
町
北
側

　
　
　
　
　
　
十
一
屋
庄
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
荷
壱
匁
弐
分

正
月
廿
九
目

．
一
、
壱
荷
．

二
月
八
目

一
、
弐
荷

二
月
廿
三
目

一
、
弐
荷

三
月
十
二
目

一
、
弐
荷

四
月
九
目

一
、
．
弐
荷

五
月
廿
目

一
、
壷
荷

六
月
十
四
目

一
、
堂
荷

六
月
甘
一
目

一
、
弐
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
三
三
九
）



、

　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
…
巻
・
第
三
号
）

五
月
廿
六
目

一
、
弐
荷

　
〆
拾
四
荷
　
代
拾
六
匁
八
分

一

ジ
虫 　

堀
川
本
町
東
か
し
屋
町
六
角
下
ル
所
酉
側

　
　
　
　
　
　
八
文
字
崖
　
久
左
衛
門
　
続
五
柔

　
　
　
　
壼
年
分
不
指
　
金
壷
歩
づ
つ

正
月
六
目
　
　
六
月
七
目
　
　
十
月
廿
七
目

一
、
弐
荷
　
　
一
、
壷
荷
　
　
一
、
壷
荷

・
≧
・
二
≦
、
。
≧
．
－
く
｛
　
十
二
月
六
目

喰
不
明
な
り
ノ
一
・
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
十
二
月
廿
四
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
一
、
弐
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
例
年
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
金
壱
分
渡
す

　
な
お
韓
尿
の
運
搬
は
一
年
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
運
ば
れ
た
糞

尿
は
石
灰
と
粘
土
で
か
た
め
た
肥
壷
の
申
に
入
れ
て
蓄
え
て
お

き
、
所
要
の
時
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｅ
　
農
業
労
働
力
の
構
成
と
賃
金
形
態

　
以
上
文
化
度
を
中
心
に
質
屋
三
郎
兵
衛
の
手
作
り
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
三
四
〇
）

農
業
経
営
を
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
経
営
の
基
盤
で
あ
る
労

働
力
は
ど
う
か
。
各
年
度
に
お
け
る
「
諸
事
附
込
帳
」
に
よ
っ

て
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
田
、
畑
の
労
働

力
及
び
賃
銀
は
、
次
の
第
１
８
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
相

当
な
量
と
賃
銀
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
宝
歴
十
一
年

の
手
作
り
田
畑
面
積
は
、
稲
作
反
別
合
計
弐
町
壱
畝
弐
拾
歩
、

裏
作
反
別
合
壱
町
壱
反
三
畝
拾
歩
（
綿
畑
と
も
）
に
な
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
次
ぎ
に
労
力
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
自
家
労
力
の
提
供
は
殆

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
日
雇
賃
金
労
力
を
主
要
労
力
と
し
、
こ
れ
に

年
傭
労
力
と
僅
か
な
手
伝
労
力
が
組
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

手
作
り
経
営
は
、
全
く
他
人
労
働
力
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ

る
。１

　
日
雇
賃
金
労
力

　
経
営
に
お
け
る
大
部
分
の
労
働
力
の
確
保
は
こ
の
日
雇
賃
金

労
力
で
あ
っ
た
。
第
１
８
表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
宝
暦

八
年
は
男
女
一
年
間
の
日
雇
延
人
員
百
六
十
人
、
労
賃
百
十
二



第
．
１
８
表

易
　
　
延

　
一
　
年
間

享
　
三
　
年

の

労
　
働

費
　
用

－
馴

一
延
享

如
く
で
あ
る
。

七
拾
三
匁

四
１

年
一
宝

暦
　
八

年

宝

、
剛
ｉ

十

年

固
す
き
賃

植
　
田

賃
七
斗
七
升

代
銀
二
拾
壱
匁
六
分

水
固
草
取
賃
一
二
拾
六
匁
五
分

日
　
雇

ポ
、

賃
ポ 女

旦
雇
百
五
人

六
拾
九
匁

長
次
郎
　
二
十
二
人
半

二
拾
壱
匁
二
分
九
厘

百
八
拾
四
匁
．

八
分
九
厘

八
拾
匁

四
斗
七
升

代
銀
拾
四
匁
壱
分

夏
躰
匁

女
日
雇
八
十
六
人

五
拾
七
匁
二
分

同
　
上
拾
二
人
半

九
匁
二
分
四
厘

旦
雇
賃
二
合
マ
レ
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
？
‘

大
麦
六
升
三
合
四
勺

代
銀
二
匁
二
分
二
厘

（
外
へ
串
す
分
）

米
壱
斗
三
升
代

　
八
匁
四
分
五
厘

男
女
且
屋
，
．
．
．
　
ｉ
、
、
．

百
六
拾
人
（
日
中
）

百
拾
弐
匁
三
分
五
厘

百
八
拾
宅
匁

五
分
四
厘

　
　
同
　
　
　
　
上

大
麦
三
斗
七
合
七
勺

十
五
匁
ガ
ヘ
．

代
銀
五
匁
六
分
六
厘

了
二
拾
三
匁

．
．
…
厨
、
．
．
　
．
　
、
上
　
．
、
．

百
七
拾
五
人
半

百
廿
弐
匁
八
分
五
厘

　
　
内

弐
十
四
人
ハ
　
清
次
郎
分

　
　
　
　
　
　
利
助
手
の
ゐ

了
二
拾
八
匁
五
分
一
厘
、

※
下
人
を
使
用
し
て
い
る
分
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
（
外
へ
支
払
わ
れ
る
分
だ
け
で
あ
る
。
）

匁
三
分
五
分
で
あ
り
、
同
十
一
年
は
、
百
七
十
五
人
半
、
労
賃

百
二
十
二
匁
八
分
五
厘
に
上
り
、
何
れ
も
年
間
全
労
力
（
年
傭

労
力
を
除
く
年
間
の
全
労
力
）
の
九
十
九
劣
以
上
を
占
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
目
雇
労
力
は
年
傭
労
力
、
手
伝
等
の
労
力
に
伍

し
て
、
田
植
、
草
取
、
施
肥
、
麦
ま
き
、
収
穫
作
業
等
一
切
の

農
事
に
使
わ
れ
る
。
し
か
し
時
に
は
農
事
一
般
以
外
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
労
働
作
業
の
例
を
あ
げ
る
と
次
ぎ
の

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
月

二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月

た
ば
こ
か
き
、
大
根
尿
持
、
菜
ま
き
、

き
き
ぴ
蒔
、
せ
ん
菜
蒔
、
固
刈
、
稲
こ
き
、
綿
と
り
、
臼
引
き

い
ね
こ
き
、
麦
ま
き
、
臼
引
き
、
胃
刈

　
綿
と
り
（
一
目
）
、
麦
ま
き
、
臼
引
き
、
菜
種
地
作
り
、
大
根

地
麦
ま
き

　
草
取
り

不
明
、

不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
三
四
一
）

　
　
（
宝
暦
十
一
年
）

三
月
　
　
よ
し
か
り
、
麦
手
入

四
月
　
綿
種
蔦
き
、
　
土
も
ち

　
　
　
圃
場
普
請
、
茶
つ
み

五
月
　
麦
刈
、
綿
蒔
き
、
麦

　
　
　
打
ち
、
　
畦
刈
り
、
固

　
　
植
、
綿
の
草
取
り

六
月
　
土
返
し
、
施
肥
、
一

　
　
番
草
、
　
二
番
草
、
三

　
　
番
草

　
　
野
方

　
稗
抜
き
、
綿
の
あ
ｃ
か



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
．
第
三
号
）

　
　
　
草
取
目
よ
う
覚
（
宝
暦
八
年
）

五
月
廿
二
目

一
、
壷
人
　
　
え
げ
の
前
土
返
か
し
方
へ
上
げ

　
　
廿
三
目

一
、
壼
人
　
　
〃

　
　
廿
四
目

一
、
壷
人
　
　
か
け
こ
し
土
返

　
　
廿
五
目

一
、
壷
人
　
　
五
の
坪
土
返

　
　
同
一
、
壱
人
　
　
〃
　
済

　
　
廿
六
目

一
、
堂
人
　
　
た
ん
田
壱
ば
ん
草

　
　
廿
八
目

一
、
壷
人
　
　
し
ば
も
と
壱
ば
ん
草

　
　
　
　
　
　
か
け
こ
し
壱
ぱ
ん
草

　
　
　
　
秋
目
よ
う
覚
（
宝
暦
八
年
）

九
月
四
目
　
　
　
中
町
　
わ
つ
や

九
月
十
二
目

　
一
、
壷
人
　
　
か
け
こ
し
い
ね
こ
ぎ

十
月
六
目

お
と
は

お
か
る

同
　
人

同
　
人

お
さ
よ

わ
せ
ん

同
　
人

わ
つ
や

お
と
よ

一
四
（
三
四
二
）

三
天
う
す
糺
　
　
　
　
　
お
い
は

十
月
十
三
目

一
、
壷
人
　
　
麦
ま
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
兵
衛

十
月
廿
七
目

一
、
壷
人
　
　
て
つ
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
つ
や

十
月
廿
八
目

一
、
壱
人
　
て
つ
だ
い
　
　
　
　
　
　
同
人

十
一
月
七
目

一
、
董
人
　
　
な
た
ね
植
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
わ

日
雇
労
賃
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
お
よ
そ
次
の
第

１
９
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
第
１
９
表
　
旦
麗
労
働
賃
銀
の
推
移

■
性
別
年
代
一
宝
暦
八
午
宝
掘
一
年
一
文
枇
一
年
一
文
枇
三
年
弘
化
一
一
序

男
巨
雇
銀
七
分
五
厘

五
十
文

　
　
　
Ｌ

五
十
文

一

百
二
十
文

百
五
十
文
丁
焉
文

言
八
十
文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
文
．

女
目
雇
一
（
米
一
升
）
四
」
１
二
文
一
（
米
一
升
）

百
　
文

■
不

明

備
　
　
考

男
五
十
文
、

四
十
五
文
も

み
え
る

村
定
め

に
よ
る

こ
れ
に
よ
っ
て
時
代
と
と
も
．
に
旦
展
賃
金
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
賃
金



の
蔚
騰
は
米
価
が
そ
れ
に
ツ
れ
て
高
く
な
丁
て
い
る
の
で
結
鳳

は
実
質
賃
金
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
前

も
述
べ
た
如
く
、
農
業
に
お
け
る
巨
雇
賃
金
は
割
合
に
厳
し
い

統
制
が
毎
年
村
役
人
の
手
で
、
諾
種
の
事
惜
を
考
慮
し
て
加
え

ら
れ
、
　
「
村
定
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な

お
日
雇
労
務
者
は
殆
ん
ど
が
女
子
で
あ
っ
た
。
支
払
方
法
は
、

盆
、
正
月
を
申
心
と
し
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
、
貨
幣
、
米
、

麦
、
き
び
等
で
清
算
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
年
貢
、
借
金

等
の
債
務
の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
次
に

二
、
三
実
例
を
あ
げ
る
。

〔
例
一
〕
　
　
巨
雇
の
覚
（
文
化
十
一
年
）

九
月
四
目

一
、
壷
斗
渡
し

七
日

　
半
人

廿
八
日

　
壷
人

十
五
目

　
壼
人

八
目

　
壱
人

甘
九
目

　
堂
人

十
六
目

　
壷
人

九
目

　
壱
人

十
月
七
目

　
壼
人

廿
九
目

　
壼
人

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

四
郎
兵
衛
後
家

六
目

　
壷
人

八
目壼

人

　
　
　
一
〆
拾
人
半

　
　
　
　
差
引
五
合
不
足
　
－
　
　
十
一
月
九
目

〔
例
二
〕
　
　
目
雇
の
覚
（
文
化
十
一
年
）

十
月
十
目
　
　
　
十
一
目
　
　
　
十
二
目

　
一
、
壷
人
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
壷
人

　
十
三
目
　
　
　
十
八
日
　
　
　
十
九
目

　
　
壱
人
　
　
　
　
壱
人
　
　
　
　
萱
人

　
廿
九
目
　
　
十
一
月
三
目
四
目

　
　
壱
人
　
　
　
　
壼
人
　
　
　
　
受
人

　
　
〆
　
壷
頁
六
百
五
十
文
渡
す

〔
例
三
〕
　
　
目
雇
の
覚
（
宝
暦
十
一
年
）

渡

古
市
町
　
五
兵
衛

廿
巨

　
受
人

五
目

　
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の
町
　
六
右
衛
門

八
の
坪
田
刈
ち
ん

一
、
米
九
升
五
合

　
　
　
年
貢
ち
ん
　
差
引
ず
み

〔
例
四
〕
　
　
日
雇
の
覚
（
弘
化
三
年
）

　
　
　
四
月
二
目
貰
代
砂
持
ち
　
　
　
　
　
　
　
五
　
兵
　
衛
．

一
、
二
人
半

　
　
〆
　
六
百
廿
四
文
　
渡
し
ず
み

２
　
年
傭
労
力

　
質
屋
三
郎
兵
衛
家
に
年
傭
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
三
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

早
く
も
宝
暦
度
に
お
い
て
、
年
間
賃
金
契
約
に
よ
る
給
取
形
態

を
示
し
、
先
進
地
帯
に
お
け
る
年
傭
労
務
者
の
形
態
と
し
て
注

目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
、
三
の
例
を
あ
げ
る
。

〔
例
一
〕
　
　
「
下
人
之
覚
」
　
（
宝
暦
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
人
善
七
（
男
）

と
ら
二
月
よ
り
卯
二
月
迄

一
、
百
七
拾
匁
　
　
給
銀
也

　
　
　
　
内

正
月
十
四
目

一
、
銭
五
百
文
　
か
し
　
　
代
七
匁
五
厘

　
　
十
七
目

一
、
銭
三
百
文
　
か
し
　
　
代
四
匁
二
分

　
　
廿
二
目

　
一
、
銭
二
百
文
　
か
し
　
　
代
弐
匁
八
分

〆
　
百
四
拾
匁
壱
分
壱
厘

差
引
残
廿
九
匁
八
分
九
厘

　
十
一
月
廿
目
渡
し
す
み

伺
例
二
〕

過
（
宝
暦
八
年
）

下
人
か
め
一
女
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
一
一
六
（
三
四
四
）

と
ら
八
月
よ
り
卯
二
月
ま
で

一
、
五
拾
匁
　
　
給
銀
也

　
　
　
内

十
一
月
三
目

一
、
弐
百
文
　
　
か
し
　
　
代
弐
匁
八
分

　
　
　
八
目

一
、
壷
貫
文
　
　
か
し
　
　
代
拾
四
匁
五
厘

十
二
月
十
目

　
一
、
三
拾
壱
匁
七
分
五
厘
　
か
し

　
〆
　
四
十
八
匁
六
分

　
　
　
差
引
　
壱
匁
四
分
　
　
遇

　
　
　
　
此
ぜ
に
百
文
預
り

　
こ
の
宝
暦
八
年
度
の
年
傭
者
は
、
男
二
人
、
女
二
人
、
給
銀

合
計
五
百
弐
匁
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
し
て
男
子
下
人
一
人
年

傭
給
銀
は
お
よ
そ
百
六
、
七
十
匁
、
女
子
下
人
一
人
、
年
傭
給

銀
は
百
匁
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
年
傭
者
は
殆
ん

ど
農
業
労
働
の
一
切
に
使
用
さ
れ
、
こ
と
に
勇
子
の
年
傭
者
は
、

京
都
か
ら
の
裟
尿
の
肥
料
の
運
搬
に
年
中
専
門
的
に
あ
た
っ
て

い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
男
予
年
傭
者
の
雇
入
れ
は
、
目
雇
労



働
者
で
出
来
に
く
い
糞
尿
の
購
入
と
運
搬
を
主
た
る
目
的
に
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
１

　
な
わ
右
の
二
例
で
は
契
約
結
銀
は
期
日
完
了
後
に
支
給
さ
れ

る
の
が
建
前
で
あ
る
。
幕
初
当
時
の
債
務
的
色
彩
は
稀
薄
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
契
約
期
間
申
労
働
者
の
要
求
に
よ
っ
て
、

若
干
の
金
が
支
払
わ
れ
る
形
態
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
彩

態
は
給
取
労
働
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
初
期
債

務
労
働
よ
り
変
質
し
、
貧
金
化
が
濃
厚
と
官
り
、
か
つ
雇
主
側

１
覚
之銀給公奉表

２
０第

季

年

年
女
年

女
年

年

年

カ

カ

カ

一

カ

‘

一

カ

年

七

壱
下
弐

下
壱

三

壱

‘
，

’

ｉ

銀

両

匁

匁

匁

朱
』
」
１

匁

分

分

百

十

弐

二

五

二

壱

六

両

百

十

両

両

給

三

二

百

百

三

四

六

三

壱

１
－

１
１
　
■

１
－

’
　
■
■
■
，

月

年
月

年
月
年
月
■

年
月

月

年
月

月

年

航
二

■

九

二

二

五

入

氷

ザ
正

四

十

ト

年

’

年

安
十

三
同
八

年

年

五

一
　
一

司
「

↓
１
　
－
１
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｉ
ｉ
，
『
「

松
一

！
ｉ
『

司
ｒ
，
１
ｉ

名

助

え

衛

Ｆ

み
≦
１
員

助

五

兵

衛

１

右

五

氏

甚

浅

磯
一
や

リ
禾

五

な

八

彌

近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

も
雇
人
側
も
自
分
の
計
算
に
よ
っ
て
労
働
の
負
担
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
明
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
嘉
永
、
安
政
度
に
な
る
と
、
多
く
の
年
傭
者
が
み
え
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
は
質
物
奉
公
的
官
色
彩
を
も
ち
、
相
当
長
期
の

も
の
も
．
あ
る
。
第
２
０
表
は
そ
の
給
銀
と
年
季
間
を
表
示
せ
る
も

の
で
あ
る
。

　
か
く
て
彼
が
在
郷
商
人
と
し
て
、
賃
屋
、
金
貸
業
に
従
事
し

乍
ら
、
他
面
寄
生
的
地
主
と
し
て
、
更
に
手
作
り
地
主
と
し
て
、

実
に
多
角
的
な
農
業
経
営
を
つ
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く

の
年
傭
労
働
力
と
旦
履
労
働
力
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
極
め
て
低
廉
な
給
銀
で
下
人
を
使
用
し

、
有
利
な
経
営
を
つ
づ
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
所
で
あ
る
。

　
こ
の
外
、
手
伝
労
力
も
ま
れ
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
　
（
宝
暦

度
）
こ
れ
は
賃
銭
の
支
払
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
形
態
は
農
炊
的

な
面
も
出
で
い
る
が
、
一
般
的
に
は
賃
銭
化
↓
っ
っ
あ
る
こ
と

が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
三
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

Ｆ
　
野
道
具

　
彼
の
手
作
り
経
営
に
お
け
る
労
賃
関
係
は
以
上
の
如
く
で
あ

る
が
、
そ
の
外
に
経
営
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
、
農
具
代
、
種
子

代
等
諸
種
の
所
謂
野
道
具
的
な
経
費
が
い
る
。
彼
は
こ
れ
等
の

費
用
を
「
野
ど
う
ぐ
」
と
し
て
一
括
勘
定
し
て
い
る
。
今
そ
の

実
例
を
あ
げ
て
、
当
時
の
野
道
具
を
明
す
る
こ
と
に
す
る
と
共

に
そ
の
経
費
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
の
ど
う
具
（
宝
暦
十
一
年
）

二
月
十
六
目

一
、
三
拾
六
文
　
　
午
房
種
壱
合
五
勺
代

　
　
十
八
目

一
、
五
文
　
　
　
　
江
戸
大
根
種

　
　
廿
七
目

；
釜
分
一
誌
鵡
罫
先
か
け

四
月
三
目
一
・
十
八
匁
一
筑
窪
難

　
　
五
目

　
　
　
　
　
　
　
綿
種
弐
頁
五
百
匁

　
一
、
三
匁
五
分
　
麦
匁
四
分
が
へ
　
　
山
久
で
買

　
七
巨

一
、
三
十
六
文

　
十
目

一
、
廿
壱
文

　
十
三
目

一
、
十
三
文

　
十
四
目

一
、
六
拾
文

　
十
七
目

一
、
八
拾
文

　
　
廿
五
目

一
八

一
鵠
蒜
議
買

ど
ろ
の
芋
種
三
斗
代

同
か
す
、
二
斗
五
升
、

か
ま
壱
丁

あ
じ
ろ
の
箕

二
三
百
九
拾
四
文

五
月
廿
九
日

一
、
五
分
弐
厘

五
月
廿
九
目

一
、
弐
拾
五
文

六
月
一
目

一
、
五
拾
文

同一
、
十
弐
文

茱
つ
み
ち
ん

（
三
四
六
）

五
文
が
へ

一
鰹
灘
議
す

よ
し
か
り
が
ま
壱
丁

馬
や
は
ら
い

同
所
白
米
三
合
代

（
古
物
）



　
　
山
ハ
目

一
、
三
十
四
文
　
や
ぶ
の
ば
ん

七
月
七
目

一
、
三
百
五
十
三
文
　
寺
戸
い
し
や
○
○

　
　
廿
七
目

一
、
五
文
　
　
　
江
戸
大
元
た
ね

五
月
十
山
ハ
目

一
、
三
十
文
　
　
称
の
八

七
月
廿
八
目

一
、
二
拾
四
文
　
く
ま
で
か
ま
壱
つ

八
月
廿
八
目

一
、
七
拾
文
　
　
口
久
か
ま
壱
丁

九
月
一
目

一
、
書
弐
拾
文
一
諮
后
二
釘
四
窪

同一
、
五
文
　
　
　
み
づ
む
た
ね

十
一
月
十
七
目

一
、
麦
七
厘
一
譜
窪
合

十
一
一
月
一
ハ
目

一
、
百
丈
　
　
　
四
勺
く
ま
で
代

　
　
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

同一
、
四
匁
　
　
　
す
き
先
か
け

同一
、
三
匁
五
分
　
く
わ
先
か
け

十
一
一
月
廿
八
目

麦
三
分
八
厘
一
難
睾
き
農
粒
一
一
奉

銀
〆
三
十
四
匁
四
分
七
分

ぜ
に
〆
壷
貫
六
百
壷
文

　
十
五
匁
三
分
が
へ

　
　
　
代
廿
四
匁
四
分
九
厘

　
惣
〆
五
拾
八
匁
九
分
六
厘

費具道野
一
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ｉ
■
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
１
’
，
１

厘

厘

額

３

分

分

分

頒

７

６

４

９

匁

匁

匁

匁

金

３
２

０
２

９
０

８
５

２

’
■
■
　
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
■

■
　
　
■
　
　
■
；
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１
　
　
　
　
　
　
一

１
，
「
　
　
一
　
一
　
　
　
■

．
　
　
ヨ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
１
，

年

年

年

年

号

三

四
』

八

一

享

暦

十

年

延

同

宝

同

’
一
１
，
１
１
１
…
１
　
　
■
１
，
１
，
ヨ
　
　
　
　
　
ー

一
九
（
三
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
潜
学
（
第
三
巻
・
第
三
号
）

Ｇ
　
手
作
り
経
営
に
お
け
る
収
支
勘
定

　
彼
の
手
作
り
経
営
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
搦
要
を
明
ら
か
に

し
て
来
た
の
で
最
後
に
そ
の
収
支
勘
定
に
よ
っ
て
、
彼
が
一
年

間
に
ど
れ
だ
け
の
手
作
り
の
収
益
を
あ
げ
た
か
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
Ｎ
－
舳
州
　
皿
、
奇
口
鞠
．
蜂
ｅ
』
戸
料
警
諦
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
三
四
八
）

依
存
し
た
手
作
り
経
営
で
は
、
多
額
の
経
営
費
の
た
め
に
ど
れ

程
も
の
剰
余
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
彼

は
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
家
業
と
し
て
質
屋
を
経
営
し
、
或
は

金
貸
、
金
融
業
を
営
み
、
又
は
米
、
砂
糖
相
場
の
投
峨
的
取
引

を
行
い
・
宰
生
的
地
主
と
し
て
収
得
せ
る
剰
余
小
作
米
及
び
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
米
を
商
晶
化
し
て
販
売
し
た
り
、

－
　
１
１

十

｛
　
一
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
■
１
，
１
１
　
　
　
－
１
，

葵
一
漬
　
＞
　
　
■
■
　
ｉ
，
１
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

柑

丘

　
　
’
竃
筆
津
一
睾
碑
畑

■

＾

溺

｝
亜

着
料

峨
璽
鴎
一

肯
瑚

一

。
。
。
・
尋
『
事
一
巳
。
ｃ
◎
。
。
婁
一
、
中
。
“
べ
半
、
ヰ
一
　
■
　
　
　
　
　
　
；
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■
　
↓
　
　
　
　
「
■
■
　
　
　
－
，

－

～
ｏ
訓

○
司
閉
半
ｏ
半
り
ｄ

■

－
嵩
柵
い
肯

竃
膏
べ
串
Ｎ
亀
倉
ベ
サ

ｃ
。
半
ｏ
珍

（
轟
曽
斗
〉
）

…

（
田
奇
＊
ｅ
ｏ
．
ｏ
ざ
）

－

；

１

■
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
ｉ
コ
ー

’

’

　
　
　
　
　
－
目
菖
馨
星
、
、
幹
奉
　
　
　
’
宣
ｏ
賞
～
中

心
●
Ｈ
崎

曽
Ｈ
商

５
訓
べ
半

べ
司
り
半
Ｎ
吟

１

、

べ
中
ｏ
ｏ
寓

り
申
べ
陶

伽
斗
蜆
砂

（
ｏ
ｏ
。
曽
斗
〉
）

■

（
田
奇
＊
ｅ
８
ざ
）

■
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
一
「
　
　
■
－
－
　
　
■
　
　
　
　
１
　
■
　
　
…

１
　
！

１
■
１

－
１
■
；
コ
…
’
■

…
Ｈ
一
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
■
　
■
　
　
一
　
　
　
　
　
■
　
■
　
　
　
　
　
■
　
　
↓
■

（
蓑
雌
）
目
肯
隔
壮
戸
＊
一
峠
ｅ
繍
・
茸
憩
ｅ
サ
ツ
睾
粘
ｅ
蜜
↓
淘
↓
汁
ｓ
挙
驚
男
米
印
雰
ゴ

　
第
－
表
に
よ
っ
て
手
作
り
経
営
勘
定
は
、
剰
余
と
し
て
は
、
十

石
末
満
で
、
こ
の
中
か
ら
、
年
傭
考
の
給
銀
を
差
引
け
ば
、
そ
の

残
高
だ
け
で
は
衣
食
住
費
は
到
底
賄
え
な
か
っ
た
と
考
。
元
ら
れ

る
。
小
作
米
の
場
合
は
小
作
料
の
四
十
劣
前
後
で
米
．
四
、
五

十
石
が
剰
余
と
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、
全
く
の
他
人
労
力
に

の
で
あ
つ
て
、
や
は
り
資
本
蓄
積
の
方
途
で
あ
り
、

コ
ー
ス
で
も
あ
っ
山
」
の
で
あ
る
。

資
本
宗
的
経
営
形
態
一
、
、
あ
っ
た
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

藪
畠
か
ら
筍
、
竹
材
を
生
産
し
て
収

益
を
図
る
等
、
多
角
経
営
を
行
っ
て

い
る
か
ら
し
て
、
衣
食
住
費
の
捻
出

が
、
他
の
経
営
面
か
ら
出
る
も
の
と

す
れ
ば
、
手
作
り
経
営
に
よ
る
収
益

も
又
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
致
富
へ
の

　
　
　
そ
し
て
彼
の
経
営
は
正
し
く


